
ビーチバレーも、家庭も、相手への
思いやりがあればうまくいくし、長続きする

元プロビーチバレー選手
浅尾 美和さん

JAIFA 第13代理事長
金井 敬司

新春対談

新年のご挨拶
生命保険会社社長より

2022年度は全国935校の中より、29,822編もの応募をいただきました！
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トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。
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新年明けましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。

癸卯年・四緑木気中宮年
千客万来の風がどんな隙間からでも、仕事入る、物入る、
金入る、新しい風の吹く１年

令和5年

願望達成の素晴らしい1年間を迎えます。あらゆる
ことの整理整頓も同時にできる時です。身辺や仕
事用の鞄、机周りなど全てを整理しておきましょう。
そうすることの中から、あなたの願いが達成してい
きます。元々がせっかちなあなたですが、今年に限っ
てはいろいろと迷いが出てきて行く手を阻みます。
迷いを捨ててキッチリ形を整えることが早道ですから、
まっすぐに進みましょう。春先と暮れ押し迫る頃が
今年の困難な時です。総じて元気よく過ごせそうです。
☆開運：短気は損気です。一度立ち止まってから
行動してみましょう。
☆健康運：梅干しが免疫効果の力を引き出してく
れます。

希望にあふれた1年です。「春よ来い」と待ち望
んだ盛運です。躍進できるときです。いろいろ
と準備ができたら迷わずGOサインです。さ
あ出番です。思い切って再生復興も望みましょ
う。5月～10月頃までは安定した運気で気分
良く過ごせそうですが、初冬の辺りから公私
ともに厳しさが増してきますので早めに計画
を立てて目標を達成できるように日々をお過
ごしください。
☆開運：勇み足にならないように落ち着いて前進
しましょう。
☆健康運：お味噌汁を毎日飲みましょう。最大の
免疫効果です。

運気は衰運期に入っている1年ですが、年間を通じ
て多忙を極めます。今年のテーマは「動いて、動い
て」ということ。よく働けと聞こえますが、どんな
些細なことでも自分の足をマメに運び、手元に入
れるということです。そんな訳ですから、我が身
を酷使しがちです。健康管理をしっかりして、流
行病など罹患しないよう心身を鍛えましょう。あ
なたの春は早く訪れます。2～9月頃まで運気は最
高です。金銭運も最高でしょう。秋から冬にかけ
てはお寒い冬にならないようにご用心してください。
☆開運：健康管理こそが勝利への早道です。
☆健康運：免疫力の最大の効果は、毎日いただくお味
噌汁とお漬物です。

新しい年は大きな力を得て最高の年を迎えて
います。この1年間はあなた自身が仕事よりも
他に目を向けがちです。時代も変わり、流れも
大きく変わるのですから他へ目を向けたとして
も不思議ではありませんが、本筋を忘れないよ
うに過ごしましょう。運気は遊んでいても収益
は変わりないくらいの有り難い年回りです。初
夏の辺りから10月までは運気が低迷しますの
で注意しましょう。年末年始は落ち着くはずです。
☆開運：人に尽くしてこそ運気は開く、施しはほ
どほどに。
☆健康運：美食の素材も米麹に付ければ最大の免
疫効果と旨味が出ます。

昨年までの運気とは大違い、今年一年間は辛抱する
時です。これまでの反省と次へのステップへ向けて
の準備をしておきましょう。社会制度や国の政策変
更などが起こり、仕組みも新しくなるので丁度良い
チャンスと捉えてじっくりと次へのことを練り込
んでおきましょう。今後の運気の波は幸先の良いス
タートですから5月頃までは順調です。6～8月の夏
の間は弱い運気ですからゆっくり休みましょう。後
半は次の年の気が入ってきて良い状況です。
☆開運：ケジメの年と銘打って今年はあらゆることの
ケジメをつけておきましょう。
☆健康運：温かいお味噌汁を毎日いただきましょう。
免疫力抜群です。

一気に明るい日差しの場所で過ごす1年間です。
今年は離合集散の気に包まれて過ごす訳です
からあなたの振る舞いや言動は周囲の目にさら
されます。これまで人知れずコツコツ努力を重
ねてきた方には「朗報、賞金、栄転、昇格」など
の恩恵があるでしょう。反面、ご自身の異動、親
しい方との別れなども起こる時です。運気は春
先から夏の初め頃までは何かと私的なことで多
忙を極めますが、仕事運は順調に後半延びてい
きます。年度終わりは良い結果になるでしょう。
☆開運：二度の作用を恐れないで、二度目が成功
に導くから。
☆健康運：食事のお供の納豆で免疫力が付きます。

盛運の中で過ごす今年はあなた自身の気持ち
も明るく過ごせます。この１年間はあらゆるこ
だわりを捨てて自分の周りの方々へ奉仕の心
で接していきましょう。１年を通じて運気の波
は「春遠く」という感じです。６月になり活況
は上昇し始めます。今年の夏場から秋にかけ
て最高の運気になっていきます。後半は恵ま
れた運気の中で過ごせます。ようやく状況は
良くなります。笑顔が一番で過ごすことをモッ
トーにして良い１年にしていきましょう。
☆開運：今年は誰に対しても「情」で接していき
ましょう。
☆健康運：ヨーグルトで免疫力を付けましょう。

運勢階段の最上階へ上りました。たくさんの
恵みと共に勝利の時です。この1年間は最上階
でどれだけ余計な動きをしないで居られるか
が問われます。自分を磨く、自分の足元をしっ
かり固める作業をしましょう。最初の出だし
の1・2月は八方塞がりですから、机上作戦を練
り込んで過ごしましょう。後は平均的に1年間
を通じて運気は穏やかに流れます。慢心した
くなるほどの好運気の時ほど、腰を低く謙虚
な姿勢で過ごすことが一番の開運法です。
☆開運：どんな時でもどこでも謙虚な振る舞いが今年
のあなたを救います。
☆健康運：酸味のあるチーズなどが免疫効果を出します。

今年は家族間に大変化が起こりそうな気配です。
祖父母や親類縁者などの問題に加えて、長男
の問題も浮上するでしょう。変化の時はでき
るだけ現状維持を守り、新たに事を起こさない
努力をしましょう。相続問題も浮上する時で
すから、1年間は家族から目が離せません。お
仕事は6月から9月までは弱い時ですから無理
をしないようにしましょう。春先から初夏へと、
晩秋から冬への時期は運気も回復していきます。
とにかく現状維持を守ることが優先順位です。
☆開運：家族の和を大事に一家団欒こそがあなたの開運
です。
☆健康運：麹で作る甘酒をいただき、免疫力を付けましょう。

九性気学では旧暦2月4日の
立春〜翌年の節分までを1年
と定めています。

2023年 
2月4日

2024年 
2月3日
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新年明けましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。

今月の運勢

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

変化運に支配されている今月はどんなことがあっても
現状維持で過ごすことがテーマです。昨年からの流れ
の悪さは新年早々の変革や変身願望へと意識が強くなっ
ている時です。運気は自分の気もあなたを取り巻く周
囲の状況もピント外れですから騒がずに辛抱第一で過
ごすことです。ビジネス運はグループや親戚等に相続
問題等を提案してみましょう。金銭運は持ち込まれる
話から思いがけない副収入になる可能性大。社交運は
後半お誘いが多くなりそうです。今月はどんな些細な
ことであっても言葉遣いは慎重にしてお過ごしください。
開運★西北吉方位～営業活動や商談はこの方位でやりま
しょう。（しっかりとしたケジメが付いて新しい出会いも
期待できます）

一時停止がテーマの今月はお正月気分が中々
抜けません。しかし運気は自分の気も行動も
的確であり、あなたを取り巻く周囲の状況も
好調です。ビジネス運はゆったりとした気分
で顧客に新年のご挨拶をマメにしましょう。
社会情勢も厳しい時ですからお客様との絆を
しっかり作ってください。金銭運は最高の時
です。無駄遣いや散財の兆しがありますので
要注意です。社交運は一家団欒で家族との絆
をしっかり保ちましょう。人気運は上昇中です。
開運★東南吉方位～この方位で営業活動をしま
しょう。（千客万来を呼び込める、身内感覚の方
から情報アリ）

お正月の休み疲れで体調不良の気配のある年
の初めになります。昨年の無理が重なってい
る様子。運気は低迷していますが、自分の気も
行動も的確な判断ができていますので、しっ
かり休息を取り早めに回復できるようにしま
しょう。ビジネス運はあなたを取り巻く環境
が良いので古い友人達との再会を狙った活動
をしていきましょう。金銭運は今月あてにな
りません。副収入も期待できないので財布の
紐は引き締めて過ごしましょう。社交運は新
しい出会いはありませんから現状維持です。
開運★西大吉方位～ここで営業活動や飲食をし
ましょう。（西の飲食は営業利益に結び付きます）

新年早々盛運で過ごす１ヵ月です。運気の流れは自分
の気が最高の時で、行動も勘所も正確な判断ができます。
そしてあなたを取り巻く周囲の状況もピントピタリで
過ごせる時です。何もかもが気分の良い幸先良いスター
トが切れそうです。ビジネス運は一気に走らないで慌
てずじっくり練り込んでから動き始めましょう。今月
は奉仕をするという「種蒔き」の時です。周りの方々へ
進んで奉仕して過ごしましょう。金銭運はこれ以上を
望まないで現状維持です。社交運は周りからのお誘い
の多い時ですが、飲食等には充分気をつけましょう。
開運★西大吉方位～飲食や商談をぜひこの方位で。開運
方位です。（話し上手になる、人づきあいが良くなる、営
業利益が上がる）

運気は、勝利で過ごせる幸先の良いスタートが切れま
す。自分の気も行動も的確な判断ができて、あなたを
取り巻く周囲の状況も最高の良い時を迎えます。良
い気分で過ごせる良い新年です。今月は運勢階段の
最上階ですから、これ以上さらに上はもう望めません。
しっかり自分の足元を固めて内面を強化しておきま
しょう。ビジネス運はともすれば慢心しそうな気配
濃厚です。どんな時でも謙虚に、言動振る舞いも謙虚
に過ごしましょう。金銭運は現状維持です。社交運は
人気運上昇中。今月は再会や復縁等の交流が盛んです。
開運★東南大吉方位～営業活動はぜひこの方位
でやりましょう。（自分を助けてくれる気がある
開運方位、千客万来が期待できます）

新年早々今まで願ってきたことが成就します。
願いが叶う１ヵ月です。今月の運気は自分の気
も行動も全てがピント外れです。その上あなた
を取り巻く周囲の環境も悪くピンボケの状態で
す。しかし天の動きだけはあなたの味方ですから、
今までの努力は報われます。ビジネス運は１人
コツコツ活動しましょう。人頼みをしていると
大きく損をしますので気をつけましょう。一途
に頑張ってこそ良い風が吹いて来ますから。金
銭運も良い状況は望めません。ここからスター
トを切る時です。社交運は人気上昇中です。
開運★西大吉方位～ここで営業活動や商談を。�
（家族が一体となり絆が深まります。社交運アップ）

2023年1月節 1.6▶2.3

新年早々勢いのある月を迎えています。そして何か
と忙しく動き回ることになりそうです。体力が勝負
の１ヵ月ですから健康に気をつけて過ごすことが
求められます。運気は自分の気はピントピタリです。
またあなたを取り巻く状況も良いです。ビジネス運
は欲張りに支配されていますので持ち込まれる話
は避けましょう。金銭運は自分の収益以外は当てに
できませんから他を当てにしないようにしましょう。
社交運は現状維持で過ごすこと。乗り物にも充分気
を付けて、特に運転なさる方は交通違反や事故など
に遭わないように日頃から意識して過ごしましょう。
開運★東大吉方位～泊り遠方可、営業活動はこの方位
で。（前進します。営業利益に結ぶ開運の方位です）

離合集散の今月のあなたは一挙手一投足が誰の
目にも止まります。良いことも悪いことも全てが
明るみに出てしまいます。運気は的確な判断がで
きますが、あなたを取り巻く周囲の状況は良くあ
りません。当てにしても周りからは良い支援はあ
りません。どんなことがあっても自分自身で物事
をやり切る努力が必要です。ビジネス運は決定し
そうになると邪魔が入りやすいので注意が必要で
す。金銭運は残念ながら今月入る予定はありませ
ん。古いことの催促をされそう。社交運は旧知の友
や疎遠でいた人達との交流が盛んになります。
開運★東北吉方位～この方位の神様に願掛けしましょ
う。（若者達と新しい出会いがあります。開運方位です）

躍進の時を迎えました。ここからさらに運気は上昇して
いきます。今月は自分の感覚も行動もやることなすこと
がアンバランスに動いてしまいます。そのために何かと
周りにギクシャクした感じを与えてしまします。しかし、
あなたを取り巻く周囲はとても親切で何かと力になって
くれます。ビジネス運は新年早々でもあり周囲との協力
関係を保ちながら活動しましょう。金銭運は金銭的に困
るということではありませんが、収益は望めません。元々
が浪費の傾向が強いあなたです。散財しないように計画
的な出費にしましょう。社交運は現状維持です。
開運★西北大吉方位～開運方位ですからここで営業活動し
ましょう。（何もかもが新しい流れの恵みが起こります。金
運アップします）



浅尾 美和さん
元プロビーチバレー選手

金井 敬司
JAIFA 第13代理事長

2023年の新春対談ゲストは、元プロビーチバレー選手の浅尾美和さん。
現在は、ご主人、お子さん2人と岐阜県で暮らしながら、コメンテーター
としてテレビなどで活躍されています。アスリート引退後の「次のステー
ジ」について浅尾さんに伺いました。

Step up to the
next stage 次のステージへ



本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

©公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

※�2023年のPresentは、地球環境の保全保護を�
考慮し、大豆油から作られたソイインクと�
適切に管理された森林から出されたFSCの�
製品を使用しています。

理事長からのご挨拶
新年おめでとうございます。
昨年、創立60周年、名称変更20周年、公益社団法人
移行認定10周年という「トリプルアニバーサリーイヤー」
を迎えました。
創立時に立ち返り会員がＪＡＩＦＡの事業活動すべてにわたって、 

「Step up to the next stage～次のステージへ～」を目指し活動を 
展開して参ります。
新年が皆さまにとりまして、より充実した年となりますよう、 
心より祈念申し上げます。

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長 金井 敬司

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保
護を図り、国民生活を守るため、公正・適正な
業務の運営を目的とした生命保険募集人の公
益団体であり、生命保険ファイナンシャルア
ドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

PCの方は
下記QRコード
をスマホで
読み込んで
ください

2022年JAIFAは創立60周年を迎えました。JAIFAは、コロナ禍
を乗り越えた時代に向かってこれからも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962年   創　　　　　　立	 ＜60周年＞
2002年   名　 称　 変　 更	 ＜20周年＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から�
「社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

2012年   公益社団法人認定	 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

累計総額　5億8,648万4,774円
令和４年度 募金現在額は 593万 6,922円です （令和４年11月30日現在）

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

/2023
～今年度の表紙は神奈川にゆかりがある写真を掲載しています～
芦ノ湖　箱根火山のカルデラ（くぼ地）にできた湖。ニジマスやワカサギ等が生息し、多くの釣り人
に親しまれている。水温は1年を通じて4℃以上あり、真冬でも凍結することがない「熱帯湖」。きら
びやかで豪華な海賊船は、桃源台港から箱根町港・元箱根港を約25〜40分で結び、クイーン芦ノ湖、
ロワイヤルⅡ、ビクトリーの3隻が運航。優雅なクルーズ体験ができる。

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運 
	 〈特別企画〉2023 年度の運勢＆ 2023 年 1 月節
02	 新春対談 
	 Step up to the next stage ～次のステージへ～ 
	 浅尾 美和さん〈元プロビーチバレー選手〉 
	 金井 敬司〈JAIFA 第 13 代理事長〉
08	 連載　第 8 回　世界を変えた大発明 
	 殺菌
10	 第 241 回　ありがとう生命保険 
	 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
	 ｢備えよ常に～父の教え～」 
	 千葉県　印西市立滝野中学校　２学年　下園　たまき
12	 第 60 回　中学生作文コンクール　入賞者表彰式
13	 生命保険会社社長より 
	 新年のご挨拶
18	 第 93 回　ゼロから学ぶ税金講座 
	 確定申告、しなくてもいいけれど…
20	 第 70 回　社会保険 Q&A 
	 出産時にもらえるお金
21	 第 130 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
	� 【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～描いた自分からスタートを決める～
22	 第 207 回　お客様からの感謝の声 
	� 闘病しながらも穏やかに暮らしていた母。 

生命保険加入が最後の親孝行になりました
26	 第 142 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
	� お金の貯まらない財布にありがちな 

５つの特徴
27	 第 52 回　想いをつなぐ 
	� 難病を患った子どもと 

ご家族が心安らげる場所を広めたい
28	 第 52 回　JAIFA　VOICE 
	� 新たなことにチャレンジするフットワークの

軽さと現状に満足しない貪欲さ

1
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金
井
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
ご
多
忙
の

中
、
新
春
対
談
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
に
と
っ
て

２
０
２
２
年
度
は
、『
ト
リ
プ
ル
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
』に
あ
た
り
、
こ

の
記
念
す
べ
き
と
き
に
浅
尾
美
和
さ

ん
と
対
談
が
で
き
て
光
栄
で
す
。
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浅
尾
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
井
　
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
浅
尾
さ

ん
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
以
下
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
）の
選
手
に
な
る
前
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

浅
尾
　
私
の
両
親
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
母
は
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
を
し
て
い
て
、
父
は
国

体
に
も
出
場
し
て
い
ま
し
た
。「
三
重
」

と
書
か
れ
た
父
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

恰
好
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
出
が
あ

高
校
時
代
ま
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
色

り
ま
す
。
土
・
日
は
両
親
が
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
の
で
、
子
供
の
頃
は

一
緒
に
体
育
館
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
自
然
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
選
ん

で
い
ま
し
た
ね
。

金
井
　
浅
尾
さ
ん
の
高
校
時
代
は
春

高
バ
レ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体

出
場
の
常
連
で
し
た
。
そ
こ
ま
で
の

成
績
を
残
す
に
は
相
当
厳
し
い
練
習

を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

浅
尾
　
私
た
ち
に
は「
全
国
大
会
に
行

こ
う
」と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
た
め
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
自
分
た
ち
で
考
え
て
、「
練

習
す
る
し
か
な
い
！
」と
い
う
結
論
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
け
が
の
治
療
日
以
外
は
、
土
・

日
も
含
め
毎
日
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
は
８
月
31
日
だ
け
、
冬
休
み

は
元
旦
だ
け
で
し
た
ね
。

金
井
　
そ
れ
だ
け
練
習
し
て
い
る
と
、

勉
強
す
る
時
間
も
な
い
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

浅
尾
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
！
　
で
も
、

勉
強
は
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。

成
績
が
悪
く
て
夏
休
み
や
冬
休
み
に

補
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
バ

レ
ー
部
の
合
宿
に
参
加
で
き
な
く
な

ビーチバレーも、家庭も、相手への思いやりがあればうまくいくし、長続き 
する―ビーチバレーの世界から、家庭とタレント業という次のステージ 
に見事にステップアップされた浅尾美和さんにお話を伺いました。

Step up to the next stage
次のステージへ

0202



1986年2月2日生まれ。
出身地:三重県鈴鹿市。
小学生の頃、父親の影響を受けバレー
ボールを始める。津商業高等学校で
は、1年生からレギュラーとして活躍、
2度の春高バレー出場を果たし、高校
総体ではベスト16に入る活躍を見せ
る。高校時代、ビーチバレーへの誘い
を受け高校卒業後転向。2004年より
ワールドツアーなど世界を転戦。国
内では2008年ジャパンレディース優勝、
2009年ビーチバレージャパン優勝。ま
た、ビーチバレー以外の活動でもCＭ
やテレビ出演なども多数。写真集や
DＶＤもあり、その容姿から「ビーチの
妖精！」と呼ばれる。2012年に現役引
退後はタレントやコメンテーターとし
て活躍している。二児の母でもある。

る
か
ら
で
す
。
朝
練
を
す
る
と
授
業

中
眠
く
な
る
ん
で
す
が
、
バ
レ
ー
部

の
監
督
が
校
舎
を
見
回
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、
必
死
で
目
を
開
け
て
い
ま

し
た（
笑
）。

金
井
　
高
校
卒
業
後
は
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
に
転
向
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

浅
尾
　
三
年
生
で
春
高
バ
レ
ー
に
出

場
し
た
と
き
に
、「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」と
芸
能
事
務
所

の
方
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

金
井
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に
出
会
っ
た

と
き
の
第
一
印
象
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
か
。

浅
尾
　
同
じ「
バ
レ
ー
」と
付
い
て
い

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は

相
手
へ
の
思
い
や
り
が
大
事

て
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
は
ま
っ
た
く
違
う
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
も

出
て
い
ま
し
た
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
ね
。

金
井
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ

た
の
で
す
か
。

浅
尾
　
例
え
ば
ジ
ャ
ン
プ
で
す
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い

た
足
で
固
い
床
を
蹴
り
ま
す
。
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
は
裸
足
で
形
の
変
わ
る
砂

を
蹴
る
の
で
、
思
う
よ
う
に
跳
べ
ま

せ
ん
。
ジ
ャ
ン
プ
す
る
だ
け
で
も
こ

ん
な
に
難
し
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

体
育
館
の
中
と
違
っ
て
ビ
ー
チ
は

風
が
あ
り
、
時
間
に
よ
っ
て
風
向

き
や
強
さ
が
変
わ
る
の
で
、
そ
れ
に

対
応
す
る
の
も
大
変
で
し
た
。
自
然

を
相
手
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
ら
、

雨
天
で
も
試
合
は
あ
る
ん
で
す
よ
。

自
然
と
仲
良
く
で
き
る
か
ど
う
か
が

重
要
な
ん
で
す
。

で
も
、
初
め
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を

し
た
と
き
は
、「
わ
あ
、
こ
ん
な
に
で

き
な
い
ん
だ
。
楽
し
い
～
」と
感
じ
て

魅
力
に
は
ま
り
ま
し
た
。

金
井
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
他
に
も

違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
か
。

浅
尾
　
難
し
か
っ
た
の
は
、
風
の
強

さ
や
向
き
を
予
想
し
て
、
打
ち
や

す
い
ト
ス
を
上
げ
る
こ
と
で
し
た
ね
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
は
リ
ベ
ロ
や
セ
ッ
タ
ー
な
ど
の
役

割
分
担
が
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
は
ペ
ア
を
組
む
二
人
だ
け
で
プ

レ
ー
す
る
の
で
、
レ
シ
ー
ブ
も
ト
ス

も
ア
タ
ッ
ク
も
、
各
々
全
て
の
プ
レ
ー

が
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
違
っ
て
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
の
試
合
中
は
コ
ー
チ
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
二
人
で
戦
略
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
試
合
中
は

考
え
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
頭
が
熱

く
な
り
ま
す
。

金
井
　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
や
息
が

合
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。

浅
尾
　
そ
う
な
ん
で
す
。
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
の
ペ
ア
と
い
う
の
は
、
夫
婦
関

係
に
す
ご
く
似
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
よ
。
大
事
な
の
は
、
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
で
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

の
経
験
が
生
き
て
い
る
か
ら
か
、
私

た
ち
夫
婦
は
今
の
と
こ
ろ
う
ま
く

い
っ
て
い
る
ん
で
す
よ（
笑
）。

金
井
　
た
っ
た
二
人
で
コ
ー
ト
を
守

り
、
対
戦
相
手
と
勝
負
す
る
わ
け
で

す
か
ら
ね
。
大
変
な
の
は
想
像
で
き

ま
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
浅
尾
さ
ん

の
登
場
に
よ
っ
て
認
知
度
が
上
が
り
、

観
客
数
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
ね
。

浅
尾
　
最
初
は
コ
ー
ト
の
周
り
を
囲

む
お
客
さ
ん
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
次
第
に
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い

き
、
コ
ー
ト
の
前
に
観
戦
ス
タ
ン
ド

が
立
ち
、
満
席
に
な
っ
た
と
き
に
は

選
手
と
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

金
井
　「
ビ
ー
チ
の
妖
精
」と
呼
ば
れ

た
浅
尾
さ
ん
の
功
績
も
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
よ
。

浅
尾
　
い
え
い
え
、
マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ

ビ
ー
チ
の
妖
精
と
呼
ば
れ
て

浅尾
美和

Miwa Asao

Profile
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ん
が
上
手
に
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
か
ら
で
す
。
当
時
は
、
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
が
注
目
さ
れ
始
め
た
時
代
で
、

テ
ニ
ス
の
マ
リ
ア
・
シ
ャ
ラ
ポ
ワ
さ

ん
や
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
オ
グ
シ
オ

ペ
ア（
小
椋
久
美
子
さ
ん
・
潮
田
玲
子

さ
ん
）な
ど
が
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
選
手
も

一
緒
に
並
べ
て
い
た
だ
い
て
、
試
合

日
程
な
ど
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
で
競
技
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

金
井
　
当
時
の
浅
尾
さ
ん
は
、
試
合

に
勝
っ
て
も
負
け
て
も
注
目
を
一

身
に
集
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に「
勝
た
な
い
と
い
け
な

い
」と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
相
当
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

浅
尾
　
私
が
始
め
た
と
き
は
選
手
の

中
で
一
番
年
齢
が
下
で
、
先
輩
に

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
実
力
者
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
早
く

か
ら
注
目
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
私
の
実
力
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。

私
だ
け
で
は
な
く
ペ
ア
を
組
ん
だ

選
手
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま
す
し
、

「
自
分
が
浅
尾
美
和
で
な
け
れ
ば
な
ぁ

…
」と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

金
井
　
そ
れ
は
お
つ
ら
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

浅
尾
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
が
休
み
の
日

で
も
私
に
は
Ｃ
Ｍ
や
雑
誌
の
撮
影
な

ど
が
入
っ
て
い
て
、
休
日
が
な
い
よ

う
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
反
面
、

Ｃ
Ｍ
出
演
な
ど
の
活
動
も
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
そ
の
報
酬
で
コ
ー
チ
を

付
け
ら
れ
ま
し
た
し
、
海
外
遠
征
費

用
を
捻
出
で
き
た
と
い
う
事
情
も
あ

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
選
手
は
結
果
が

全
て
で
す
か
ら
、「
良
い
結
果
を
出
さ

な
き
ゃ
！
」と
い
う
気
持
ち
は
強
か
っ

た
で
す
。
楽
し
く
て
始
め
た
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
で
す
が
、
結
果
が
付
い
て
こ

な
い
と
楽
し
め
な
く
な
っ
て
く
る
の

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
大

変
で
し
た
。

金
井
　
そ
の
よ
う
な
中
で
２
０
０
８

ス
ト
イ
ッ
ク
な
選
手
時
代

年
に「
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
」、

２
０
０
９
年
に
は「
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」で
見
事
に
優

勝
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
優

勝
し
た
と
き
は
ど
ん
な
お
気
持

ち
で
し
た
か
。

浅
尾
　
初
優
勝
の
日
は
、
試
合

後
の
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
に
時
間

を
取
ら
れ
て
遅
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
解
放
さ
れ
た
と
き

に
は
ビ
ー
チ
近
く
の
お
店
は
閉

ま
っ
て
い
た
の
で
、
ペ
ア
を
組

ん
で
い
る
選
手
と
私
、
ス
タ
ッ

フ
で
自
動
販
売
機
の
オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
乾
杯
し
ま

し
た
。
あ
の
と
き
の
ジ
ュ
ー
ス

は
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
！
　

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
。

金
井
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
試
合
に
も

ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
が
あ
る
の
で
す
ね
。

選
手
時
代
は
、
普
段
摂
取
す
る
も
の

か
ら
食
生
活
ま
で
か
な
り
気
を
遣
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

浅
尾
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
ド
ー
ピ

ン
グ
検
査
が
な
い
で
す
か
ら
、
気
軽

に
市
販
の
風
邪
薬
な
ど
も
飲
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

食
事
も
、
例
え
ば
豚
肉
は
疲
労
回

復
に
良
い
、
お
米
は
パ
ワ
ー
の
源
と

い
う
よ
う
に
、
選
手
時
代
は
勝
て
る

身
体
づ
く
り
を
考
え
て
食
べ
る
物
を

選
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、
あ
ま
り
食

事
は
楽
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

だ
か
ら
引
退
し
た
と
き
に
は
コ
ン

ビ
ニ
に
行
っ
て
、
棚
に
並
ん
で
い
る

コ
ン
ビ
ニ
ス
イ
ー
ツ
を
全
種
類
買
っ

て
食
べ
ま
し
た（
笑
）。
今
は
食
べ
た
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い
も
の
を
好
き
な
と
き
に
食
べ
ら
れ

て
幸
せ
で
す
。

金
井
　
読
者
の
中
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
気
に
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

浅
尾
　
私
は「
食
べ
た
い
も
の
は
食
べ

た
い
」と
い
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
食
べ

た
ら
少
し
で
も
運
動
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
椅
子
に
座
り

な
が
ら
、
床
か
ら
ち
ょ
っ
と
足
を
浮

か
せ
て
腹
筋
を
鍛
え
た
り
、
外
出
し

た
際
は
な
る
べ
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
使
わ
ず
階
段
を

上
り
下
り
し
た
り
…
。

食
べ
過
ぎ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
こ

ん
な
ふ
う
に
細
か
い
運
動
を
無
理
の

な
い
程
度
で
心
が
け
て
い
ま
す
。
食

事
制
限
だ
け
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
よ
う

と
す
る
と
つ
ら
い
で
す
か
ら
。

金
井
　
読
者
の
中
に
は
、
お
客

さ
ま
に
お
会
い
す
る
た
め
に
外

回
り
を
し
て
い
る
者
も
多
い
で

す
。
日
焼
け
対
策
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。

浅
尾
　
そ
れ
こ
そ
私
は
現
役
時

代
に
一
生
分
の
日
焼
け
を
し
ま

し
た
か
ら
、
今
は
洗
濯
物
を
干

し
に
ち
ょ
っ
と
室
外
に
出
る
の

で
も
日
焼
け
止
め
は
塗
っ
て
い

ま
す
。

ビ
ー
チ
は
思
っ
た
よ
り
も
日

差
し
が
強
く
、
選
手
時
代
に
目

の
日
焼
け
に
よ
っ
て
視
力
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
外

出
す
る
際
、
サ
ン
グ
ラ
ス
や
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
の
眼
鏡
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
肌
だ
け
で
は
な

く
、
目
も
日
焼
け
す
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
よ
。

金
井
　
浅
尾
さ
ん
は
２
０
１
２
年
12

月
に
、
8
年
間
続
け
て
き
た
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
の
世
界
を
26
歳
の
若
さ
で
卒

業
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
退
会
見
の
と

き
は
ど
ん
な
心
境
で
し
た
か
。
心
残

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

浅
尾
　
ま
っ
た
く
な
い
で
す
！
（
笑
）　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
と
い
う
夢
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
胸
を
張
っ
て「
や
る
べ
き
こ
と
は

全
部
や
っ
た
」と
思
え
ま
し
た
か
ら
。

金
井
　
と
こ
ろ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の 

２
０
２
２
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は
、

『Step up to the next stage

～
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
～
』で
す
。

引
退
後
の
浅
尾
さ
ん
は
、
ご
主
人

と
二
人
の
お
子
さ
ん
が
い
る
素
敵
な

家
庭
を
築
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方

で
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
世
界
か

ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
見
事
に
進
ま
れ

引
退
、結
婚
、出
産
…

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

ま
し
た
。

浅
尾
　
ア
ス
リ
ー
ト
は
い
ず
れ
引
退

す
る
と
き
が
訪
れ
て
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
進
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の

場
合
は
結
婚
し
、
母
と
な
り
、
主
人

の
実
家
の
あ
る
岐
阜
県
で
子
育
て
に

専
念
し
ま
し
た
。
お
仕
事
を
す
る
つ

も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、
す
ご

く
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
名
古
屋
の
テ

レ
ビ
局
の
方
か
ら
情
報
番
組
の
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ

い
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

金
井
　
浅
尾
さ
ん
は
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
名
古
屋
の
ほ
か
に
東
京

や
大
阪
の
テ
レ
ビ
局
の
情
報
番
組
に

も
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。

浅
尾
　
生
放
送
が
多
い
の
で
す
が
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
と
似
て
い
て
、
反
射

神
経
が
大
事
で
す
ね
。
例
え
ば
司
会

者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
し
や
す
い
よ
う

に
話
を
振
っ
て
も
ら
っ
た
の
に
、
う

ま
く
返
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
番
組
中

引
き
ず
っ
て
い
た
ら
次
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
同

じ
ボ
ー
ル
は
二
度
と
来
な
い
か
ら
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
大
事
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で
す
ね
。
そ
し
て
放
送
が
終
わ
っ
て

か
ら
き
っ
ち
り
反
省
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

金
井
　
視
聴
者
の
心
に
刺
さ
る
コ
メ

ン
ト
を
す
る
の
は
大
変
で
し
ょ
う
。

浅
尾
　
こ
の
番
組
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
自
分
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

は
考
え
ま
す
ね
。

私
は
元
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
り
、
地

方
に
住
ん
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る

主
婦
の
目
線
で
発
言
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
を

待
っ
て
い
る
間
に
マ
マ
友
と
会
話
し

た
内
容
が
コ
メ
ン
ト
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

金
井
　
ご
家
庭
の
こ
と
も
伺
っ
て
よ

ろ
し
い
で
す
か
。
ご
主
人
は
岐
阜
県

で
美
容
室
を
経
営
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
ね
。
失
礼
で
す
が
馴
れ
初
め
は
？

浅
尾
　
雑
誌
の
撮
影
に
ヘ
ア
メ
イ
ク

と
し
て
来
て
く
れ
た
の
が
、
主
人
と

出
会
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か

ら
撮
影
現
場
で
何
度
か
担
当
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
り
、
当
時
、
専
属
の

ヘ
ア
メ
イ
ク
さ
ん
を
探
し
て
い
た
の

で
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
付
き
合
い

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
引
退

し
て
か
ら
な
ん
で
す
。

家
族
が
居
心
地
の
よ
い

家
づ
く
り

金
井
　
ど
の
よ
う
な
ご
家
庭
に
し
た

い
と
お
考
え
で
し
た
か
。

浅
尾
　
子
ど
も
や
主
人
が「
早
く
家
に

帰
り
た
い
な
」と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
居
心
地
の
よ
い
家
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
料

理
も
重
要
で
す
ね（
笑
）。

金
井
　
ご
主
人
は
浅
尾
さ
ん
の
手
料

理
に
ど
の
よ
う
な
ご
感
想
を
？

浅
尾
　
結
婚
前
の
主
人
は
ず
っ
と
一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
、「
家
に

帰
っ
て
き
て
食
事
が
あ
る
だ
け
で
う

れ
し
い
」と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
助
か

り
ま
す
。
時
間
が
な
く
て
手
抜
き
の

お
弁
当
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も「
あ
り

が
と
う
」と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
私

も
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
井
　
浅
尾
さ
ん
の
得
意
な
料
理
は

何
で
す
か
。

浅
尾
　
私
の
好
物
が
レ
ン
コ
ン
な
の

で
、
レ
ン
コ
ン
農
家
に
ロ
ケ
で
伺
っ

た
際
に
教
え
て
い
た
だ
い
た「
レ
ン
コ

ン
の
甘
辛
揚
げ
」と
い
う
料
理
が
家
族

か
ら
好
評
で
す
。

餃
子
も
好
き
で
よ
く
作
り
ま
す
が
、

旬
の
時
期
は
レ
ン
コ
ン
を
角
切
り
に

し
て
餃
子
の
具
に
混
ぜ
ま
す
。
こ
れ

も
主
人
や
子
ど
も
に
は
人
気
で
す
。

料
理
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
、
ほ

か
に
は
よ
く
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

も
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

金
井
　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
心
境

の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

浅
尾
　
心
境
の
変
化
と
い
う
よ
り
も
、

も
う
生
活
の
全
て
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ア
ス
リ
ー
ト
を
や
っ
て
い
た
と
き
は
、

何
を
食
べ
る
か
、
ど
こ
を
鍛
え
る
か

な
ど
、
常
に
自
分
が
一
番
で
し
た
。

で
も
、
家
族
が
で
き
て
か
ら
は
自
分

の
こ
と
は
二
の
次
で
、
子
ど
も
や
主

人
、
主
人
の
お
母
さ
ん
の
こ
と
が
一

番
に
な
り
ま
し
た
ね
。

も
と
も
と
私
は
、
誰
か
の
た
め
に

何
か
を
す
る
の
が
好
き
な
タ
イ
プ
な

ん
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
時
代
と
違
っ

て
今
は
体
が
な
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

ジ
ム
に
行
っ
て
鍛
え
た
い
と
思
う
反

面
、
そ
の
時
間
が
あ
る
な
ら
夕
飯
の

メ
ニ
ュ
ー
を
一
品
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

金
井
　
自
分
の
お
子
さ
ん
に
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
教

え
た
い
で
す
か
。

浅
尾
　
そ
う
い
う
気
持
ち
は
、
ま
っ

0606



た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
下
の
子
は

昆
虫
に
夢
中
で
す
し
、
上
の
子
は
本

が
大
好
き
で
図
書
館
で
働
き
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
し
、
健
康

の
た
め
に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
は
や
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
自

分
の
好
き
な
仕
事
に
就
い
て
く
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
ね
。

金
井
　
引
退
後
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

普
及
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
よ
ね
。

浅
尾
　
今
は
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
い

の
で
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
普
及
活
動

は
一
時
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
選
手
を

育
成
す
る
だ
け
で
な
く
、「
海
っ
て
い

い
よ
ね
」と
い
う
こ
と
を
全
国
の
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。
日
本
に
は
素
敵
な
ビ
ー
チ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。

金
井
　
ビ
ー
チ
を
歩
く
だ
け
で
も
い

い
で
す
よ
ね
。

浅
尾
　
は
い
。
ビ
ー
チ
を
裸
足
で
歩

く
と
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
砂
浜
を
清
掃
す
る
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
の
大
会
で
は
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

活
動
も
行
う
の
で
、
開
催
前
よ
り
ビ
ー

チ
が
き
れ
い
に
な
る
ん
で
す
よ
。

金
井
　
最
後
に
、
浅
尾
さ
ん
に
と
っ
て

今
年
は
ど
ん
な
年
に
し
た
い
で
す
か
。

浅
尾
　
健
康
第
一
で
す
。
自
分
が
元

気
に
過
ご
す
だ
け
で
は
な
く
、
家
族

や
周
り
の
人
た
ち
も
元
気
に
で
き
る

よ
う
な
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
金
井
理
事
長
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

金
井
　
私
は「
あ
り
が
と
う
」と
い
う

言
葉
が
好
き
で
す
。
笑
顔
を
大
事
に

し
て
、
全
て
の
こ
と
に
対
し
て「
あ
り

が
と
う
」を
伝
え
て
い
く
一
年
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
浅
尾
さ
ん
の

ご
主
人
も
ご
家
庭
の
中
で「
あ
り
が
と

う
」を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
、
思
い
や
り
が
あ
る
す
ば

ら
し
い
方
で
す
ね
。

浅
尾
　
そ
う
で
す
ね
。
と
て
も
思
い

や
り
の
あ
る
人
で
す
。
男
女
混
合
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

種
目
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
人
と

ペ
ア
を
組
ん
で
試
合
に
出
た
ら
強
い

と
思
い
ま
す
よ（
笑
）。

金
井
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
も
、
家
庭
も
、

思
い
や
り
は
大
事
で
す
ね
。
新
年
の

ス
タ
ー
ト
を
浅
尾
さ
ん
と
対
談
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
浅
尾
さ
ん
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ハガキ、またはEメールに、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、本誌の感想を 
記載のうえ、下記宛先までお送りください。

〈締切〉2023年1月31日（火）必着
〒103–0022 中央区日本橋室町1–13–5　日本橋貝新N.Y.ビル6階
公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会 『プレゼント』編集部 宛
E-mail：info@jaifa.or.jp

浅尾 美和さんのサイン色紙を
10名様にプレゼント !

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

07 2023  |  January07 2023  |  January



用
さ
れ
た
り
、
人
間
の
腸
内
で
免
疫
に
関
わ
る

有
益
な
活
動
を
し
た
り
と
、
古
く
か
ら
人
間
の

生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

微
生
物
の
有
害
な
働
き
を
抑
止
し
て
有
益
な

働
き
を
享
受
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
微
生

物
の
動
き
を
制
御
す
る
殺
菌
技
術
で
す
。
人
類

の
発
展
の
歴
史
は
殺
菌
技
術
の
発
展
の
歴
史
と

も
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
肉
眼
で
は
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
微
生
物
の
存
在
が
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
た
の
は
１
６
７
４
年
の
こ
と
。

オ
ラ
ン
ダ
で
織
物
商
を
営
ん
で
い
た
レ
ー
ウ
ェ

ン
フ
ッ
ク
が
、
自
作
の
顕
微
鏡
で
湖
の
水
を
観

察
し
て
姿
を
捉
え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
し
か

し
当
時
の
評
価
は
あ
く
ま
で
も
目
に
見
え
な
い

小
さ
な
生
物
を
発
見
し
た
に
過
ぎ
ず
、
微
生
物

が
人
類
の
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
は
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
の
発
見
か

ら
約
２
０
０
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

19
世
紀
な
か
ご
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
院
で

は
妊
婦
の
１
割
か
ら
３
割
が
産さ

ん
じ
ょ
く
ね
つ

褥
熱
に
よ
っ
て

偉
大
な
発
見
が

偉
大
な
発
見
が  

報
わ
れ
な
か
っ
た
不
遇
の
医
師

報
わ
れ
な
か
っ
た
不
遇
の
医
師

細
菌
、
酵
母
、
菌
類
、
原
生
生
物
な
ど
、
肉

眼
で
は
観
察
で
き
な
い
微
生
物
。
食
品
の
腐
敗

や
感
染
症
の
媒
介
な
ど
人
間
に
と
っ
て
有
害
な

働
き
を
す
る
微
生
物
が
い
る
一
方
で
、
酒
・
漬

物
・
チ
ー
ズ
と
い
っ
た
発
酵
食
品
の
製
造
に
利

殺
菌
技
術
は
制
御
技
術

殺
菌
技
術
は
制
御
技
術

出
産
後
に
命
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
産
褥
熱

と
は
、
分
娩
時
の
傷
な
ど
か
ら
の
細
菌
感
染
に

よ
っ
て
起
き
る
熱
性
疾
患
で
す
。
当
時
の
医
学

に
は
病
原
体
と
い
う
概
念
が
存
在
せ
ず
、
病
気

は
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
発
症
す

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
産
褥
熱
が
予
防

で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
合
病
院
で
産

科
医
と
し
て
働
い
て
い
た
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
、

病
棟
ご
と
に
産
褥
熱
に
よ
る
死
亡
率
が
異
な
る

こ
と
に
気
が
つ
き
、
さ
ら
に
死
亡
率
が
高
い
病

棟
で
は
医
師
が
妊
婦
の
検
診
前
に
死
体
の
解
剖

を
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
こ
の

頃
の
医
師
は
診
察
前
に
手
を
洗
う
習
慣
が
な
く
、

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
死
体
由
来
の
目
に
見
え
な

私達の生活に大きな変革をもたらした画期的な技術や発明を紹介する「世界を変えた大発
明」。前回の全身麻酔に続いて今回ご紹介するのは「殺菌」です。微生物の存在とその働き
が明らかになる前、発酵食品は神から与えられた食べ物であり、
感染症は神が与えた試練でした。そんな神秘を解き明かした
のが、微生物の働きを人類の英知で制御する殺菌技術でした。
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殺菌

自らの人生をかけて手洗いの重要性
を説いたゼンメルワイス・イグナーツ
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い
有
害
物
質
が
産
褥
熱
を
起
こ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
。
分
娩
に
関
わ
る
者
に
さ
ら

し
粉
溶
液
を
使
っ
た
手
洗
い
を
義
務
付
け
る
と
、

産
褥
熱
に
よ
る
死
亡
率
が
劇
的
に
低
下
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
消
毒
の
範
囲
を
手
指
か
ら
医
療
器

具
に
ま
で
広
げ
る
と
病
棟
か
ら
産
褥
熱
が
ほ
ぼ

完
全
に
撲
滅
さ
れ
、
１
８
４
７
年
に「
汚
れ
た

医
者
の
手
や
器
具
か
ら
病
気
の
原
因
物
質
が
運

ば
れ
る
」こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

こ
の
劇
的
な
成
果
を
も
と
に
手
洗
い
法
を
提

唱
し
た
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
で
し
た
が
、
神
聖
な

職
業
で
あ
る
医
師
の
手
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
と
医
学
界
か
ら
否
定
さ
れ
、
医
師

が
自
ら
病
気
の
原
因
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
事

実
を
認
め
る
者
も
お
ら
ず
、
大
き
な
非
難
を
受

け
ま
し
た
。

迫
害
を
受
け
た
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
ウ
ィ
ー

ン
を
追
わ
れ
て
帰
郷
。
そ
の
後
も
科
学
的
な
証

拠
を
つ
け
て
手
洗
い
の
有
効
性
を
論
文
や
書
籍

で
示
し
ま
し
た
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

世
間
か
ら
否
定
さ
れ
続
け
た
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス

は
つ
い
に
心
に
病
を
抱
え
、
失
意
の
ま
ま
47
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
死
後
１
８
５
０
年
か
ら

60
年
代
に
か
け
て
、
乳
酸
菌
が
乳
酸
発
酵
を
行

う
こ
と
や
酵
母
が
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
行
う
こ

と
な
ど
、
微
生
物
と
発
酵
・
腐
敗
現
象
の
因
果

関
係
を
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
が
発

見
。
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
の
味
を
損
な
う
こ
と
な

く
腐
敗
を
防
ぐ
低
温
殺
菌
法
が
開
発
さ
れ
た
ほ

か
、
微
生
物
が
伝
染
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
微
生
物
学
と
い

う
概
念
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
期
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
外
科
医
の

ジ
ョ
ゼ
フ
・
リ
ス
タ
ー
が
パ
ス
ツ
ー
ル
の
研
究

を
ヒ
ン
ト
に
傷
口
の
化
膿
が
微
生
物
の
汚
染
に

よ
る
も
の
と
考
え
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶
液
を
用
い

た
消
毒
法
を
１
８
６
７
年
に
考
案
。
手
術
者
の

手
、
手
術
器
具
、
手
術
部
位
に
消
毒
液
を
塗
り
、

手
術
室
に
は
消
毒
液
を
噴
霧
し
て
外
科
手
術
を

行
っ
た
結
果
、
傷
口
を
化
膿
さ
せ
ず
に
治
療
す

る
こ
と
に
成
功
し
、
現
代
の
無
菌
外
科
手
術
に

通
じ
る
道
を
開
拓
し
ま
し
た
。

殺
菌
の
概
念
に
よ
り

殺
菌
の
概
念
に
よ
り  

成
立
し
た
近
代
医
療

成
立
し
た
近
代
医
療

リ
ス
タ
ー
の
消
毒
法
も
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
と

同
じ
く
当
初
は
否
定
的
な
意
見
が
あ
っ
た
も
の

の
、
パ
ス
ツ
ー
ル
が
リ
ス
タ
ー
を
支
持
し
た
こ

と
も
あ
り
徐
々
に
消
毒
の
概
念
が
普
及
。
パ
ス

ツ
ー
ル
の
微
生
物
学
と
リ
ス
タ
ー
の
消
毒
法
を

礎
と
す
る
近
代
医
学
が
誕
生
し
ま
し
た
。

か
つ
て
医
学
界
か
ら
非
難
さ
れ
た
ゼ
ン
メ
ル

ワ
イ
ス
は
消
毒
法
と
院
内
感
染
予
防
の
先
駆
者

と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
の
悲
劇

は
権
威
主
義
に
よ
っ
て
科
学
の
発
展
が
遅
れ
た

例
と
し
て
医
学
界
の
教
訓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用語 意味 主なアイテム

除菌 菌の数を減らすこと 洗剤やウェットシートなど

抗菌 菌の繁殖を防ぐこと 菌が嫌がる成分を含有した 
衣類やプラスチックなど

殺菌 菌を殺すこと 消毒薬や薬用石鹸といった 
医薬品

滅菌 菌の数を限りなく 
ゼロに近づけること

手術器具やガーゼなど 
医療用品

殺菌にまつわる用語の意味と違い
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
60
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
命
保
険

生

No.

私
の
父
は
と
て
も
面
倒
く
さ
い
。

何
事
も
一
所
懸
命
や
ら
な
い
と
す
ぐ
怒
る
。
小
言
を
く
れ
る
程
度

で
済
め
ば
マ
シ
な
方
で
、
今
ど
き
そ
ん
な
叱
り
方
し
ち
ゃ
ダ
メ
で

し
ょ
！
っ
て
と
き
も
あ
る
。
と
に
か
く
怖
い
の
だ
。

そ
う
か
と
思
え
ば
妙
に
細
か
い
こ
と
を
気
に
し
た
り
す
る
。

一
八
五
セ
ン
チ
・
一
〇
〇
キ
ロ
の
大
男
が
「
電
気
を
こ
ま
め
に
消
せ
」

だ
の
「
シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
な
」
と
か
言
う
さ
ま
は
少

し
滑
稽
で
す
ら
あ
る
。

そ
ん
な
父
だ
が
、
実
は
今
か
ら
七
年
ほ
ど
前
に
大
病
を
患
っ
て
入

院
し
二
度
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。
退
院
後
も
自
宅
で
長
く
療
養
し

て
い
た
そ
う
だ
。
念
の
た
め
言
っ
て
お
く
が
、
父
は
今
も
健
在
で
今

日
も
元
気
で
、
な
お
か
つ
大
い
に
面
倒
く
さ
い
。

父
が
病
の
床
に
臥
せ
っ
て
い
た
当
時
、
私
は
小
学
校
に
入
学
し
た

ば
か
り
で
父
の
身
の
上
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
知
る
由

も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
中
学
生
に
な
り
、
こ
の
作
文
の
題
材
に
す

れ
ば
い
い
と
父
が
問
わ
ず
語
り
を
始
め
た
。

病
気
が
発
覚
し
た
の
は
四
十
歳
の
と
き
。
放
置
す
れ
ば
や
が
て
命

に
関
わ
る
病
だ
っ
た
が
、
早
期
発
見
で
き
た
こ
と
と
、
入
院
加
療
と

退
院
後
の
療
養
が
適
切
だ
っ
た
こ
と
が
今
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
一

番
の
要
因
だ
と
言
う
。

四
十
歳
で
病
を
知
っ
た
と
き
に
は
、
否
応
な
し
に
死
が
迫
り
く
る

恐
怖
と
不
安
に
苛
ま
れ
た
と
い
う
。
曰
く
「
遠
か
ら
ず
こ
の
世
界
か

ら
自
分
の
存
在
が
消
え
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
事
実
に
向
き
合
う
こ
と

の
無
念
」
が
恐
怖
の
正
体
だ
そ
う
だ
。

で
は
、
不
安
の
方
は
ど
う
か
。

不
安
の
正
体
は
な
ん
と
も
意
外
だ
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
妻
や
幼
い
子
ど
も

た
ち
に
金
銭
面
で
苦
労
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
幸
運
に
も
恐
怖
も
不
安
も
取
り
越
し
苦
労
で
済

千
葉
県
　
印
西
市
立
滝
野
中
学
校
　
二
学
年
　
下し
も

園ぞ
の

　
た
ま
き

備
え
よ
常
に
　
〜
父
の
教
え
〜

241

文部科学 
大臣賞
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ん
だ
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
父
は
今
も
健
在
だ
し
、
金
銭
面
で
苦
し

ん
だ
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

父
が
感
じ
た
「
不
安
」
を
拭
い
去
っ
た
の
は
生
命
保
険
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
父
は
人
生
の
節
目
で
生
命
保
険
に
加
入
し
た
り
見
直

し
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。

初
め
て
社
会
に
出
た
と
き
、
私
が
生
ま
れ
た
と
き
、
弟
が
生
ま
れ

た
と
き
、
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
…
…
決
し
て
几
帳
面
と
は
言
え
な

い
父
だ
が
、
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
治
療
や
療
養
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
手
も
と
資
金
の
や
り
く
り
と
生
命
保
険
の
活
用

で
、
た
ち
ま
ち
経
済
的
に
行
き
詰
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

『
そ
の
こ
と
を
父
が
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
れ
ば
、
無
用
の
不
安
を

抱
か
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
？
「
結
果
オ
ー
ラ
イ
」
の
よ
う
な

気
が
し
な
く
も
な
い
の
で
い
つ
か
尋
ね
て
み
よ
う
。』

私
が
思
う
に
、
父
は
生
き
る
た
め
の
備
え
を
常
に
意
識
し
て
い

る
。
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
手
も
と
の
資

金
な
の
だ
と
言
う
。
そ
し
て
次
に
頼
る
の
が
生
命
保
険
な
の
だ
そ
う

だ
。
と
り
わ
け
「
生
き
る
た
め
の
備
え
」
と
し
て
医
療
保
険
は
も
ち
ろ

ん
、
父
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
私
や
弟
が
学
業
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
つ
ま
り
子
ど
も
の
人
生
が
続
く
よ
う
備
え
て
い
る
の
だ
。

こ
の
作
文
を
書
い
て
、
私
な
り
に
父
の
教
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
は
「
備
え
よ
常
に
」

な
ぜ
電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
の
か
？

―
小
さ
な
お
金
も
大
切
に
し
ろ

な
ぜ
何
事
も
一
所
懸
命
に
や
る
の
か
？

―
何
が
あ
ろ
う
と
悔
い
な
く
生
き
ろ

父
は
誕
生
日
に
な
る
と
「
死
に
ま
た
一
歩
近
づ
い
た
」
と
不
謹
慎
な

こ
と
を
言
う
。
決
し
て
好
き
に
な
れ
な
い
表
現
だ
が
、
人
に
与
え
ら

れ
た
時
間
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
を
逆
説
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
う
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
父
な
り
に
精
い
っ
ぱ
い
生
き
る
こ

と
の
決
意
表
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
や
弟
に
向
け
て
の
「
お
前
た

ち
は
安
心
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
な
さ
い
」
と
い
う
、
分
か
り

に
く
く
面
倒
く
さ
い
励
ま
し
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

新刊の
ご案内

｢医療保障ガイド」の 

改訂版 ができました！

「医療保障ガイド」は、公的医療保険の仕組み、事例でみる入院 

費用、生命保険会社が取り扱う医療に備える生命保険の仕組み 

などについて、図表や事例を用いてわかりやすく解説しています。

今回の改訂では、ページ数を4ページ増やして内容の充実を図り、

ページデザインやイラストも刷新しました。

「最近の公的医療保険制度の動き」として、制度改正（後期高齢

者医療制度の窓口負担割合の見直しなど）やデジタル化の動き 

（マイナンバーカードの健康保険証利用など）などをまとめています。

「事例でみる入院費用（6ケース）」では、計算に使用する診療報酬な

どを最新化し、所得に応じた医療費の自己負担額を掲載しています。

B5判・56ページ 
（オールカラー）

1部200円 
（税込価格、送料別）

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ（https://www.jili.or.jp/） 
でどうぞ。電子版をAmazonで販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や税制 

改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしています。登録は 

ホームページ上のバナーから簡単にできます。

メールマガジン 生命保険・生活設計に関する情報をお届けしています
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お礼の言葉
下
しも

園
ぞの

　たまき

このたびは、このような栄えある賞をいただくことができ、大変な驚きと身に余る誉
ほまれ

を同時に

感じております。

父が病を患
わずら

ったのは私が小学校1年生のとき。二度にわたり、延べ1ヵ月以上も入院しました。

そのあいだ、父は家族に金銭面の負担を強いてしまうという不安に絶えず苛
さいな

まれていたそうで

す。病を患ったことで物事を冷静に考える余裕をなくしてしまった父ですが、やがて落ち着き

を取り戻し、生命保険のことを思い出したそうです。まさに、生命保険が精神的な負担から解

放してくれた瞬間だったに違いありません。無事に手術を終えて順調に回復しつつあり、なお

かつ金銭面の不安からも解放されたことで父の心中は穏やかだったに違いないと思っていま

す。正直言うと私は作文が好きではありませんし、得意だと思ったこともありません。しかし、

これからは嫌いなことや苦手なことにも一生懸命に挑戦してみようという、今までにない意気

込みを感じております。父の教えと今回の受賞が私をそんな気持ちにさせてくれました。
※�誌面の都合上、一部割愛しております。また、下園さんが当日ご欠席の為、同校の先生にご代読いただきました。

中学生作文コンクール

入賞者表彰式

昨年11月18日、アルカディア市ヶ谷（東京都・千代田区）にて、第60回中学生作文
コンクール入賞者の表彰式が行われました。このコンクールは、公益財団法人 
生命保険文化センターが主催し、全国の中学生を対象に「わたしたちのくらしと
生命保険」をテーマとした作文を募集しております。
今回は、全国935校、29,822編のご応募があり、1963年第１回のコンクールから
の応募累計総数は110万編を超えるに至りました。第60回では、文部科学大臣賞
など全国賞８編の入賞作品が選ばれました。
表彰式では、入賞者を代表して、文部科学大臣賞を受賞した下園 たまきさん 

（千葉県 印西市立滝野中学校２学年）からの、お礼の言葉が述べられました。
『Present』では、中学生ならではの感性で鮮やかに生命保険をとらえた作品を、

１年間を通して紹介していきます。

第60回
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掲載保険会社は50音順とさせていただいております。（敬称略）

新型コロナウイルス感染症により
影響を受けられた皆様には、
心よりお見舞い申し上げます。

一日も早いご快復と感染の終息を心より願い、
謹んで新春のご挨拶を申し上げます。

� 令和五年

謹んで新年のお慶びを申しあげます。
私たちのパーパス「すべての人々のより良い未来の
ために。私たちはみなさんの大切なものを守ります。」
を体現すべく、本年もステークホルダーのみなさ
まと力をあわせ、アクサならではの価値をお客さま、
そして地域社会のみなさまにお届けしてまいります。

謹んで新年のお慶びを申しあげます。
変化の激しい時代においても、すべてのステーク
ホルダーから信頼される会社であり続けるととも
に「生きる」を創るリーディングカンパニーへと
飛躍することを目指してまいります。
皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申しあげます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
当社は、生命保険事業を通じて、社会の課題解決
に貢献する会社、お客様の“生きる”を支え続ける
会社を目指してまいります。
皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

アクサ生命保険株式会社
代表取締役社長兼 CEO 安渕 聖司

アフラック生命保険株式会社
代表取締役社長 古出 眞敏

朝日生命保険相互会社
代表取締役社長 木村 博紀

新年の
ご挨拶

各社社長より
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謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
弊社は、「あなたの未来を強くする」のブランドメッ
セージのもと、一人ひとりの「ウェルビーイング（よ
りよく生きる）」に貢献する「なくてはならない保
険会社グループ」を目指していく所存です。
皆さまの益々のご活躍を祈念申し上げます。

住友生命保険相互会社
取締役 代表執行役社長 高田 幸徳

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、健康応援企業への変革を目指し、毎日
の健康をサポートする新たな価値、Insurhealth® 

（インシュアヘルス）を提供してまいります。
本年も、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り
申し上げます。

ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社
代表取締役社長 CEO 大場 康弘

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、「人生100年時代」の到来を見据え、「トー
タルライフプランニング」により、保障と資産形
成の両面から、「日本中のお客さまを一生涯お守り
する」ことを目指して参ります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

ソニー生命保険株式会社
代表取締役社長 萩本 友男

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は本年も「お客さまとそのご家族に経済的な
保障と心の平和をお届けする」という揺らぐこと
のない使命のもと、全社員一丸となって取り組ん
でまいります。
皆様の益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

ジブラルタ生命保険株式会社
代表取締役社長兼 CEO 添田 毅司

1414



謹んで新春のお慶びを申し上げます。
今年もお客さまによりそう「BEST パ―トナ―」と
して、お客さま本位の活動に取り組んでまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

大樹生命保険株式会社
代表取締役社長 　村 俊哉

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は今年で創業130周年を迎えます。これから
も「多くのお客様の元気・長生きを支える保険会社」
として、明るい長寿社会の実現を目指してまいり
ます。
皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

太陽生命保険株式会社
代表取締役社長 副島 直樹

謹んで新春のお喜びを申しあげます。
本年も中小企業のお客さまの課題解決に役立つ
様々なソリューションのご提供を通じ、「中小企業
に信頼されるパートナー」を目指します。
皆さまの益々のご活躍をお祈り申し上げます。

大同生命保険株式会社
代表取締役社長 北原 睦朗

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は「一生涯のパートナー」として、万が一の「保障」
を磨き続けるだけでなく「健康・医療」、「資産形成・承
継」、さらには、人と地域や社会との「つながり」を通じ
てお客さま一人ひとりの幸せの実現に貢献して参ります。
会員の皆さまの益 の々ご活躍を心よりお祈り申し上げます。

第一生命保険株式会社
代表取締役社長 稲垣 精二
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謹んで新春のお慶びを申し上げます。
当社は、お客様本位の業務運営とサステナビリティ
経営を事業運営の根幹に据え、「人・サービス・デジ 
タルでお客様と社会の未来を支え続ける」日本 
生命グループを目指し、邁進してまいります。
皆様の益々のご活躍を祈念申し上げます。

日本生命保険相互会社
代表取締役社長 清水 博

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
当社は、お客さまの多様化したライフスタイルや変
化するニーズにしっかりとお応えし、引き続き、世代
を超えてご安心をお届けできるようライフプランナー
によるパーソナルなサービスを提供してまいります。
皆さまの益々のご活躍を心から祈念申し上げます。

プルデンシャル生命保険株式会社
代表取締役社長兼 CEO 間原 寛

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、今年創業100周年を迎えます。「THE MUTUAL」

（ザ・ミューチュアル）というコンセプトのもと、次代の
“相互扶助”を発信し、皆さまに共感していただける
会社となることを目指してまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

富国生命保険相互会社
代表取締役社長 米山 好映

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、創業時に掲げた「お客様本位の生命保険
事業」の想いを忘れることなく、魅力的な商品・サー
ビスを通じて一人でも多くのお客様をお守りでき
るよう、より一層尽力してまいります。
皆様の益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

東京海上日動あんしん生命保険株式会社
取締役社長 川本 哲文
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は「すこやかな未来を保険でつくる」を目指
す会社の姿に据え、新たな商品とサービスの一体
提供で、「人生100年時代」を支えてまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

三井住友海上あいおい生命保険株式会社
代表取締役社長 加治 資朗

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
今年は、当社が日本で営業を開始してから50年と
いう節目の年となります。今日まで支えていただ
いた皆さまに感謝し、これからもともに歩んでま
いります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

メットライフ生命保険株式会社
ディルク・オステイン

謹んで新年のお慶びを申しあげます。
当社は10年後（2030年）にめざす姿を「『ひとに健
康を、まちに元気を。』最も身近なリーディング生
保へ」と定め、当社の「社会的価値」と「経済的価値」
の双方の向上をめざしてまいります。
皆さまの益々のご活躍を心よりお祈り申しあげます。

明治安田生命保険相互会社
取締役 代表執行役社長 永島 英器

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
マニュライフ生命は、常にお客さまに寄り添いお
客さまの声に耳を傾けながら、生命保険会社とし
ての役割を果たしてまいります。
皆さまのご健勝と益々のご発展を祈念いたします。

マニュライフ生命保険株式会社
取締役代表執行役社長兼 CEO ブノワ・メスレ

代表執行役 会長 社長 
最高経営責任者
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前
回
の
説
明
の
最
後
で「
医
療
費
控
除

は
年
末
調
整
に
反
映
さ
れ
な
い
」と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

年
末
調
整
で
は
、
社
会
保
険
料
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど
多
く

の
所
得
控
除
を
差
し
引
い
て
税
額
が
計
算
さ

れ
る
け
ど
、
考
慮
さ
れ
な
い
も
の
、
す
な
わ

ち
適
用
が
受
け
ら
れ
る
控
除
で
あ
っ
て
も
差

し
引
く
こ
と
な
く
計
算
さ
れ
る
所
得
控
除
が

い
く
つ
か
あ
る
ん
だ
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

申
告
す
れ
ば
税
が
減
少

が
医
療
費
控
除
だ
よ
。

医
療
費
控
除
と
い
う
の
は
、
病
院
な
ど

で
多
額
の
医
療
費
を
払
っ
た
場
合
に
受
け
ら

れ
る
も
の
で
す
よ
ね
。

そ
う
、
原
則
と
し
て
10
万
円
以
上
の
医

療
費
な
ど
を
払
っ
た
場
合
に
、
10
万
円
を
超

え
る
金
額（
注
１
）が
所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き

る
。

同
じ
所
得
控
除
な
の
に
、
医
療
費
控
除

は
な
ぜ
、
年
末
調
整
で
引
い
て
く
れ
な
い
ん

で
す
か
。

な
ぜ
な
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
少
な
く
と
も
、

会
社
は
各
社
員
が
い

く
ら
医
療
費
を
払
っ

た
か
を
把
握
し
て
い

な
い
。
把
握
す
る
仕

組
み

―
生
命
保
険

料
の
よ
う
に
書
類
や

証
明
書
を
出
し
て
報

告
す
る
仕
組
み
が
な

い
か
ら
ね
。

な
る
ほ
ど
。
年
末
調
整
で
は
考
慮
さ
れ

な
く
て
も
、
改
め
て
確
定
申
告
を
す
れ
ば
反

映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
年
末
調
整

を
し
て
い
て
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
け
れ
ど
、
す
れ
ば
医
療
費
控
除
が

考
慮
さ
れ
て
税
金
が
減
る
こ
と
に
な
る
。
だ

か
ら
し
た
ほ
う
が
い
い
、
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

も
ち
ろ
ん
、
し
な
い
で
放
っ
て
お
い
て
も
問

題
は
な
い
よ
。

減
る
な
ら
、
し
な
い
と
損
で
す
ね
。

93

前
回
説
明
し
た
と
お
り
、
通
常
、
会
社
員
は
年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る

前
回
説
明
し
た
と
お
り
、
通
常
、
会
社
員
は
年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る

の
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
あ
え
て
確
定
申
告
を
し
た
ほ
う
が

の
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
あ
え
て
確
定
申
告
を
し
た
ほ
う
が

い
い
場
合
も
あ
る
。
年
末
調
整
に
は
反
映
さ
れ
な
い
所
得
控
除
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

い
い
場
合
も
あ
る
。
年
末
調
整
に
は
反
映
さ
れ
な
い
所
得
控
除
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
。

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
。

確定申告、 
しなくても 

いいけれど…
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

そ
う
だ
ね
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
医
療
費

控
除
な
ど
と
同
じ
で
、
申
告
を
し
な
く
て
も
、

控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
け
で
、
別
段

お
咎
め
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
で
、

会
社
員
で
あ
っ
て
も
、
申
告
が
必
須
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
ん
だ
。

具
体
的
に
は
？

給
与
収
入
が
年
間
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
や
副
業
な
ど
で
給
与
以
外
に
20
万

円
を
超
え
る「
所
得
」が
あ
る
場
合
だ
よ
。

（
注
１
） 正
確
に
は
、10
万
円
ま
た
は「
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の

５
％
」の
い
ず
れ
か
小
さ
い
ほ
う
を
超
え
た
金
額（
最
高
で

２
０
０
０
万
円
）が
控
除
で
き
る
。

（
注
２
） ふ
る
さ
と
納
税
も
寄
附
金
控
除
の
仕
組
み
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、ふ
る
さ
と
納
税
は
一
定
の
要
件
の
下
、確
定
申
告

は
不
要
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、年
末
調
整
で
控
除
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、個
別
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
自
治

体
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る（
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
）。

（
注
３
） ２
０
２
２
年
１
月
１
日
以
降
に
入
居
し
た
場
合（
一
部
例
外

あ
り
）。
２
０
１
３
年
〜
２
０
２
１
年
に
入
居
し
た
場
合
は

原
則
と
し
て
１
％
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
を
す
る
と
な
る
と

そ
れ
な
り
に
手
間
が
か
か
る
の
で
、
控
除
額

が
少
額
な
ら
、
し
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
ね
。

医
療
費
控
除
の
ほ
か
に
も
、
年
末
調
整

で
引
い
て
く
れ
な
い
所
得
控
除
は
あ
り
ま
す

か
。

雑
損
控
除
や
寄
附
金
控
除
も
年
末
調
整

で
は
反
映
さ
れ
な
い
。
雑
損
控
除
は
、
災
害

や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
に
損
害
額
の
う
ち
一

定
額
を
控
除
で
き
る
も
の
だ
よ
。
寄
附
金
控

除
と
い
う
の
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
特

定
公
益
法
人

―
た
と
え
ば
日
本
赤
十
字
社

な
ど

―
に
寄
附
を
し
た
場
合
に
受
け
ら
れ

る
も
の
だ
。
い
ず
れ
も
、
確
定
申
告
に
よ
り

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る（
注
２
）。

そ
う
し
た
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
所
得
控
除
で
は
な
い

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は

１
年
目
だ
け

が
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
も
確
定
申
告
に
よ
り

適
用
が
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
確
定
申
告

が
必
要
な
の
は
１
年
目

―
住
宅
を
買
っ
て

入
居
し
た
年
分
だ
け
で
、
２
年
目
か
ら
は
年

末
調
整
で
反
映
さ
れ
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
１

回
だ
け
申
告
す
れ
ば
い
い
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と
い
う
の
は
ロ
ー
ン

を
組
ん
で
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
に
受
け
ら

れ
る
も
の
で
し
た
ね
。

そ
う
、
正
確
に
は
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
と
い
う
税
額
控
除
だ
よ
。
毎
年
、
住
宅

ロ
ー
ン
残
高
の
０
・
７
％
（
注
３
）
が
、
税
額
か

ら
控
除
さ
れ
る
。
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
は
、
税
金
の
計
算
の
過
程
で
、
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
る
も
の
だ
け
ど
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
は
、
最
終
的
に
計
算
さ
れ
た
税

額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
も
の
な
の
で
、
軽
減

幅
が
大
き
い
。

そ
も
そ
も
住
宅
ロ
ー
ン
は
１
０
０
０
万

円
単
位
も
ふ
つ
う
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
０
・

７
％
と
い
っ
て
も
、
大
き
い
で
す
ね
。
多
少

面
倒
で
も
申
告
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。
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第 　 回

10
万
円
分
の
出
産
ク
ー
ポ
ン
が
配
布
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
見
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
出
産
時
に
は
社

会
保
険
か
ら
の
給
付
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
い
く
ら
く

ら
い
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年（
２
０
２
３
年
）１
月
か
ら
始
ま
っ

た
出
産
ク
ー
ポ
ン
と
は
別
に
、
公
的
医

療
保
険
か
ら
の
給
付
に「
出
産
育
児
一
時
金
」

と「
出
産
手
当
金
」が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
一

律
42
万
円
、
後
者
は
産
休
期
間
中
、
月
給
の
３

分
の
２
程
度
の
額
が
日
割
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

QA

出
産
育
児
一
時
金
は
、
出
産
費
用
に
対
し
給

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
通
常
は
、
現
金
で
は
な

く
、
病
院
な
ど
に
直
接
払
わ
れ
ま
す
。
そ
の
額

は
一
律
42
万
円
（
注
１
）
で
、
費
用
が
42
万
円
で
は

足
り
な
い
場
合
は
、
差
額
の
み
を
病
院
等
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
費
用
が
42
万

円
よ
り
安
く
済
ん
だ
場
合
は
、
差
額
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
は
、
出
産
費
用
は
42
万
円
を
超
え
る

こ
と
が
多
く
、
差
額
を
払
う
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
支
給
額
の
引
上
げ
が
検
討
さ
れ

て
い
て
、
今
年（
２
０
２
３
年
）４
月
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

こ
の
出
産
育
児
一
時
金
は
公
的
医
療
保
険
か

ら
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
健
康
保
険
だ
け
で

な
く
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
も
給
付

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

扶
養
家
族
で
、
そ
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
る
人（
た
と
え
ば
会
社
員
の
妻
で
専
業
主
婦

出
産
育
児
一
時
金
は
引
上
げ
へ

出産時にもらえるお金

の
人
）が
出
産
し
た
場
合
も
、
同
様
の
給
付
が

あ
り
ま
す（「
家
族
出
産
育
児
一
時
金
」と
い
い

ま
す
）。

出
産
手
当
金
は
、
産
前
６
週
間
（
注
２
）、
産
後

８
週
間
の
産
休
期
間
に
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

出
産
の
た
め
に
会
社
を
休
み
、
給
与
が
も
ら
え

な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
額
は
１
日

当
た
り
、
月
給
の
１
日
分（
給
与
額
の
30
分
の

１
）の
３
分
の
２
相
当
額
（
注
３
）
で
、
こ
の
額
が

土
日
な
ど
の
休
日
も
含
め
、
休
ん
だ
日
数
分
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
月

給
が
30
万
円
の
場

合
は
、
そ
の
30
分
の

１
で
あ
る
１
万
円
に

３
分
の
２
を
乗
じ

た
６
６
６
７
円（
円

未
満
四
捨
五
入
）が

１
日
当
た
り
の
支

給
額
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
は
な
い 

出
産
手
当
金

70

20



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

素敵な人がやっている小さな習慣

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

明けましておめでとうございます。なんと！本コラム
で10回目の新年のご挨拶となりました。本年も精
一杯の感謝をこめて「素敵な人になるヒント」をお
届けしてまいります♥
新年の第一弾は、私が開催するコミュニケーショ
ン講座で新年恒例になっている「今年の夢を叶
えるビジョンボード」の作り方をご紹介します。 

（1）雑誌や目に留まったパンフレットに載っている
欲しいバッグや行きたい場所などの写真を切り取っ
て集める　（2）切り抜いた素材を“なりたい自分” 
をイメージしながら大き目の画用紙にコラージュする。

【ヒント】この時に大切なことは！心に制限をかけず
思い切り妄想しながら楽しんで創り上げること☆ 
私の講座の中では参加メンバーにMY STORY を
語るところまでを行いま
す。是非、あたたかいお部
屋で好きな音楽を聴きな
がらやってみてください。

“ここからの自分”を描くこ
とで『なりたい自分』『夢を
実現するヒント』を見せて
くれるはずですよ♥

描いた自分からスタートを決める

出
産
手
当
金
は
給
与
を
も
ら
っ
て
働
い
て
い

る
人
が
産
休
を
取
っ
た
場
合
の
給
与
の
補
填
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
で

は
、
そ
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
に
も
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
産
休
の
あ
と
に
、
育
児
休
業
を
取
っ

た
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
育
児
休
業

給
付
金
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。
育
児
休
業
給
付

金
は
健
康
保
険
で
は
な
く
、
雇
用
保
険
か
ら
給

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

注
１　

 

42
万
円
に
は
産
科
医
療
補
償
制
度
の
保
険
料
１
万
２
０
０
０
円

が
含
ま
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、同
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い

出
産
の
場
合（
同
制
度
の
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
病
院

等
で
の
出
産
の
場
合
）は
40
万
８
０
０
０
円
で
す
。
産
科
医
療

補
償
制
度
と
は
、出
産
に
つ
い
て
重
度
の
脳
性
ま
ひ
に
か
か
っ

た
場
合
の
補
償
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

注
２　

単
胎
妊
娠
の
場
合
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
産
前
14
週
間
。

注
３　

 

正
確
に
は
、標
準
報
酬
月
額
の
30
分
の
１
に
３
分
の
２
を
乗
じ

た
額
。
こ
の
場
合
の
標
準
報
酬
月
額
は
、原
則
と
し
て
、支
給
開

始
日
の
属
す
る
月
以
前
12
ヵ
月
の
平
均
を
用
い
ま
す
。
標
準
報

酬
月
額
と
は
、社
会
保
険
料
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
与
の
額

の
こ
と
で
、実
際
の
給
与
額
を
段
階
的
に
定
め
ら
れ
た
切
り
の

い
い
数
値
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、原
則
と
し
て
年
１
回
改
定

さ
れ
ま
す
。

Vol.130
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〜あなたを守りたい〜

お客様からの感謝の声

お客様
プロフィール

母（享年73歳）　　Nさま（39歳　建築業）
妻（34歳　主婦）　長女（1歳）

闘病しながらも穏やかに暮らしていた母。
生命保険加入が最後の親孝行になりました

207

生
命
保
険
の
保
障
内
容
が
万
全
で
は
な
く
、
母

を
含
め
家
族
が
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
た
。
で

す
の
で
、
母
に
は
少
し
で
も
手
助
け
で
き
る
よ

う
に
と
加
入
し
ま
し
た
」

お
母
様
は
生
命
保
険
に
加
入
し
た
半
年
後
に

が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
入
院
手
術
費
な
ど

の
医
療
費
が
す
べ
て
保
障
さ
れ
、
Ｎ
さ
ま
は
お

母
様
か
ら
感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
が
ん
は
無
事
に
手
術
で
切
除
で
き
、
転
移
も

な
か
っ
た
の
で
退
院
後
は
穏
や
か
な
生
活
に
戻

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
糖
尿
病
を
患

い
、
合
併
症
な
ど
で
入
退
院
を
く
り
返
し
ま
し

た
。
生
命
保
険
は
払
込
み
免
除
で
継
続
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」

金
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｎ
さ
ま
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
、
Ｎ
さ
ま

が
29
歳
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
時
で
し
た
。
当

時
か
ら
生
命
保
険
へ
の
意
識
が
高
く
、
従
業
員

の
方
た
ち
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
ま
し
た
」

実
は
Ｎ
さ
ま
は
23
歳
の
と
き
、
仕
事
中
に
事

故
に
見
舞
わ
れ
生
命
保
険
の
重
要
性
を
、
身
を

も
っ
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
命
を
失
わ
ず
に
す
ん
だ
こ
と
が
不
思
議
な
ほ

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
北
海
道

在
住
の
Ｎ
さ
ま
で
す
。
４
年
前
、
Ｎ
さ
ま
の
お

母
様
は
脳
出
血
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

「
母
は
姉
と
実
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
亡

く
な
る
数
年
前
に
が
ん
を
発
症
し
ま
し
た
が
、

手
術
で
寛
解
。
そ
の
後
は
糖
尿
病
な
ど
で
入
退

院
を
く
り
返
し
ま
し
た
が
、
や
っ
と
穏
や
か
な

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
た
の
で
、
家
族
に
と
っ

て
突
然
の
別
れ
で
し
た
」

お
母
様
は
、
ご
自
宅
で
倒
れ
た
そ
う
で
す
。

「
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
な
く
息

を
引
き
取
り
ま
し
た
」

株
式
会
社
保
険
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
金か

ね

田た

保
た
も
つ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
建
築
業
を
営
む
Ｎ
さ
ま
と
は
、
10
年
以
上
の

お
付
き
合
い
で
す
。
家
族
思
い
の
Ｎ
さ
ま
は
、

お
母
様
の
老
後
を
考
え
て
万
全
な
生
命
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

Ｎ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
７
年
前
に
父
を
亡
く
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に

入
院
手
術
費
な
ど
の
医
療
費
を
保
障
さ
れ

入
院
手
術
費
な
ど
の
医
療
費
を
保
障
さ
れ

母
か
ら
感
謝
さ
れ
た

母
か
ら
感
謝
さ
れ
た

22



ど
の
大
事
故
で
し
た
。
幸
い
後
遺
症
は
わ
ず
か

で
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
、
生
命
保
険
の
重

要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
母
に
は
父
の

ぶ
ん
ま
で
長
生
き
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
早

い
別
れ
に
な
り
と
て
も
残
念
で
す
」

Ｎ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
金
田
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｎ
さ
ま
は
３
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
で
す
。

「
姉
や
兄
と
は
年
が
離
れ
て
い
て
、
物
心
が
つ

く
頃
に
は
２
人
は
社
会
人
と
大
学
生
、
ほ
と
ん

ど
一
人
っ
子
の
よ
う
に
育
ち
ま
し
た
。
父
は
子

煩
悩
な
が
ら
も
し
つ
け
に
厳
し
く
、
社
会
の
約

束
事
な
ど
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
母
は
と
て

も
や
さ
し
く
、
や
ん
ち
ゃ
な
末
っ
子
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

独
立
心
旺
盛
な
Ｎ
さ
ま
は
、
大
学
卒
業
後
、

建
築
業
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

仕
事
中
の
転
落
事
故
で

仕
事
中
の
転
落
事
故
で

外
傷
性
く
も
膜
下
出
血

外
傷
性
く
も
膜
下
出
血

「
特
に
建
築
業
を
希
望
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
親
か
ら
の
自
立
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
」

Ｎ
さ
ま
は
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
、
と
こ
と

ん
真
面
目
に
取
り
組
む
タ
イ
プ
。
先
輩
た
ち
か

ら
教
え
ら
れ
た
技
術
を
次
々
と
習
得
す
る
日
々

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
23
歳
の
と
き
、
仕
事
中
に

大
き
な
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
す
。

「
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
転
落
し
ま
し
た
。

命
を
落
と
し
か
ね
な
い
大
事
故
で
し
た
。
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
病
院
で
診
断
さ
れ
た
の
は
、

外
傷
性
く
も
膜
下
出
血
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
、

頭
蓋
骨
骨
折
で
し
た
」

転
落
し
て
頭
部
を
強
く
ぶ
つ
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
脳
の
血
管
か
ら
出
血
し
ま
す
が
、
出
血

す
る
場
所
に
よ
っ
て
病
気
の
名
称
も
重
症
度
も

異
な
り
ま
す
。
Ｎ
さ
ま
の
場
合
、
脳
を
包
ん
で

い
る
く
も
膜
の
内
側
で
出
血
が
広
が
っ
て
い
る

外
傷
性
く
も
膜
下
出
血
、
さ
ら
に
硬
膜
下（
脳

の
外
）に
出
血
し
た
急
性
硬
膜
下
血
腫
で
し
た
。

ケ
ガ
が
原
因
の
外
傷
性
く
も
膜
下
出
血
は
、
脳

動
脈
瘤
が
破
裂
し
て
起
こ
る
く
も
膜
下
出
血
と

は
異
な
り
ま
す
。

「
く
も
膜
下
の
出
血
が
非
常
に
少
な
い
場
合
は
、

ほ
と
ん
ど
症
状
が
出
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
私
の
場
合
は
急
性
硬
膜
下
血
腫
が
合
併

し
て
い
た
の
で
重
症
で
し
た
」

脳
圧（
頭
蓋
骨
の
中
の
圧
力
）
が
上
が
り
、

Ｎ
さ
ま
は
意
識
不
明
の
状
態
が
１
週
間
続
き
ま

し
た
。

「
医
師
か
ら
は
２
日
以
内
に
脳
圧
が
治
ま
ら
な
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い
場
合
は
、
開
頭
手
術
を
し
な
い
と
死
亡
す
る

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
家
族
に
は
、
大
変
な

心
配
を
か
け
ま
し
た
」

奇
跡
的
に
脳
圧
は
治
ま
り
、
手
術
は
回
避
。

１
ヵ
月
後
に
退
院
で
き
ま
し
た
。

退
院
で
き
た
と
は
い
え
、
記
憶
障
害
や
味
覚

障
害
な
ど
の
後
遺
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
の
場
合
、
め
ま
い
ぐ
ら
い
で
す
み
ま
し
た
。

現
在
も
少
し
め
ま
い
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
ん
だ

ん
と
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

退
院
し
て
か
ら
１
年
間
、
仕
事
復
帰
に
向
け

て
リ
ハ
ビ
リ
が
続
き
ま
し
た
。

「
実
家
住
ま
い
だ
っ
た
の
で
生
活
面
で
は
助
か

り
ま
し
た
し
、
特
に
復
職
を
焦
る
こ
と
な
く
過

ご
せ
た
の
は
、
や
さ
し
い
母
の
お
か
げ
で
し
た
。

し
か
し
、
労
災
認
定
さ
れ
た
と
は
い
え
経
済
的

に
は
大
変
で
し
た
。
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
悔
や
ま
れ
ま
し
た
」

復
職
後
は
事
故
以
前
同
様
に
仕
事
に
ま
い
進

さ
れ
た
Ｎ
さ
ま
。
か
た
わ
ら
に
は
い
ず
れ
結
婚

退
院
か
ら

退
院
か
ら
11
年
の
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
復
職
、

年
の
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
復
職
、

そ
し
て

そ
し
て
55
年
後
に
創
業

年
後
に
創
業

す
る
こ
と
に
な
る
素
敵
な
恋
人
が
い
ま
し
た
。

「
実
家
を
離
れ
て
や
っ
と
自
立
で
き
ま
し
た
。

仕
事
は
転
落
事
故
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
恐
怖

心
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に
か
く
技

術
に
磨
き
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

そ
し
て
５
年
後
、
創
業
。
そ
の
時
に
金
田
さ

ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
金
田
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
Ｎ
さ
ま
が
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
社
長
か
ら

の
ご
紹
介
で
し
た
。
経
営
の
勉
強
も
さ
れ
て
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
保
険
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
」

Ｎ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
事
故
か
ら
５
年
間
は
生
命
保
険
に
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
創
業
を
機
に
金
田
さ
ん
に

法
人
、
個
人
を
含
め
て
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
、
周
り
の
同
年
代
に
比
べ
て
加
入

し
て
い
る
保
険
の
数
は
断
然
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
従
業
員
や
家
族
を
守
る
た
め
に
は
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
」

Ｎ
さ
ま
の
高
い
技
術
で
会
社
の
業
績
は
順
調

に
あ
が
り
、
従
業
員
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
多
忙
で
両
親
に
頻
繁
に
会
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
元
気
だ
っ
た
の
で
安
心
し

て
い
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
、
７
年
前
お
父
様
が
71
歳
で
急
逝
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
す
る
お
母
様
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
か
、
お
父
様
の
生
命
保
険
の
保
障
内

容
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
親
の
経
済
状
況
の
詳
細
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
遺
さ
れ
た
母
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
と
医
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療
費
の
保
障
な
ど
が
手
厚
い
保
険
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
」

Ｎ
さ
ま
は
金
田
さ
ん
に
相
談
し
て
、
万
全
な

保
障
内
容
の
生
命
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

お
母
様
は
生
命
保
険
に
加
入
し
て
半
年
後
、

体
調
に
異
変
が
あ
り
ま
し
た
。

「
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て
検
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
が
ん
が
見
つ
か
り
、
そ
の
場
で
手
術
日
が

決
ま
り
ま
し
た
」

手
術
で
が
ん
は
す
べ
て
切
除
。
転
移
も
な
く

抗
が
ん
剤
治
療
も
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
母
様
は
退
院
後
、
す
ぐ
に
元
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
が
糖
尿
病
を
発
症
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
症
が
出
て
き
て
入
退
院
を
く
り
返
し
ま
し

た
。
医
療
費
は
生
命
保
険
で
賄
え
た
の
で
助
か

り
ま
し
た
」

お
母
様
は
通
院
し
な
が
ら
も
昼
間
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
前
向
き
な
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
ご
家
族
が
安
心
し
て
い
た
時
、
突

母
に
娘
を
抱
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
は

母
に
娘
を
抱
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
は

本
当
に
残
念

本
当
に
残
念

然
お
母
様
が
自
宅
で
倒
れ
た
と
連
絡
が
入
っ
た

の
で
す
。
そ
の
日
は
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、
第

一
報
は
転
倒
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
実
家

に
駆
け
付
け
る
と
脳
出
血
で
倒
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
救
急
車
の
到
着
を
待
た
ず
に
息
を
引
き

取
ら
れ
た
の
で
す
。

「
母
は
糖
尿
病
の
合
併
症
で
腎
症
に
な
り
、
そ

ろ
そ
ろ
透
析
を
始
め
る
と
い
う
時
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
治
療
を
し
な
が
ら
も
以
前
と
変
わ
ら

な
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
突
然
の
別
れ

に
家
族
み
ん
な
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
」

お
母
様
が
旅
立
っ
た
後
、
Ｎ
さ
ま
は
長
年
お

付
き
合
い
を
し
て
い
た
恋
人
と
結
婚
。
そ
し
て

ご
長
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

「
母
に
娘
を
抱
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
は
、

本
当
に
残
念
で
す
」

現
在
、
新
し
い
家
族
を
迎
え
た
Ｎ
さ
ま
は
、

ま
す
ま
す
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
従
業
員
の
み
ん
な
に
は
順
番
に
独
立
し
て
も

ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。
私

は
今
後
、
別
業
種
の
仕
事
も
起
こ
す
予
定
で
す
。

両
親
を
見
送
り
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
家
族
と

と
も
に
将
来
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

最
後
に
金
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｎ
さ
ま
は
大
き
な
事
故
を
体
験
し
て
生
命
保

険
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
の
で
、
創
業
に

際
し
て
も
万
全
の
備
え
を
さ
れ
ま
し
た
。
お
母

様
と
の
お
別
れ
は
早
す
ぎ
ま
し
た
が
、
最
後
の

親
孝
行
を
さ
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
生
命
保
険
の
重
要
性
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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お
金
の
貯
ま
る
財
布
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
汚
れ
て
い
る
・
破
け
て
い
る

も
し
も
汚
れ
た
り
破
け
た
り
し
て
い
る
財
布

を
使
っ
て
い
る
な
ら
ば
要
注
意
。
財
布
と
同
じ

く
、
お
金
も
丁
寧
に
扱
っ
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
き
れ
い
な
財
布
に
買
い
替
え
て
、

お
金
を
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

②
お
金
と
レ
シ
ー
ト
が
混
ざ
っ
て
い
る

お
札
を
入
れ
る
と
こ
ろ
に
レ
シ
ー
ト
が
混

ざ
っ
て
い
た
ら
要
注
意
。
財
布
に
お
金
が
い
く

ら
あ
る
か
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は

支
出
も
管
理
で
き
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
せ
め

て
１
週
間
に
一
度
は
レ
シ
ー
ト
を
整
理
し
、
お

金
が
い
く
ら
あ
る
か
、
支
出
は
い
く
ら
だ
っ
た

か
、
大
ま
か
に
で
も
見
返
し
ま
し
ょ
う
。

③
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
る

ス
ー
パ
ー
、
薬
局
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
る
財
布
は
要
注

意
。
一
見
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
お
得
な
よ

う
で
す
が
、
た
く
さ
ん
使
う
ほ
ど
ポ
イ
ン
ト
が

分
散
し
て
、
使
い
に
く
く
な
り
ま
す
。
本
当
に

よ
く
使
う
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
集
中
し
て
使
い
、

残
り
は
捨
て
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

④
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
ク
レ
カ
が
多
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
多
い
財
布
は
要
注
意
。
た
く
さ
ん
使
う
ほ
ど

お
金
の
流
れ
が
わ
か
り
に
く
く
な
り
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
同
様
に
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
特
典
が
使

い
に
く
く
な
り
ま
す
。
気
付
か
ぬ
う
ち
に
ク
レ

カ
の
年
会
費
を
支
払
っ
て
い
た
と
い
う
事
態
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
銀
行
口
座
は
口
座
引
き
落
と

し
を
１
口
座
に
ま
と
め
る
、
ク
レ
カ
は
自
分
が

本
当
に
よ
く
使
う
サ
ー
ビ
ス
が
便
利
に
な
る
も

の
を
１
枚
〜
２
枚
残
す
な
ど
し
て
整
理
し
、
残

り
は
解
約
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

⑤
小
銭
が
多
い

財
布
の
中
に
小
銭
が
多
い
財
布
は
要
注
意
。

小
銭
が
多
い
の
は
、
お
札
で
買
い
物
を
す
る
機

会
が
多
い
証
拠
で
す
。
小
銭
に
な
る
と
総
額
が

わ
か
り
に
く
く
な
る
う
え
、「
ち
ょ
う
ど
小
銭

が
あ
る
か
ら
」な
ど
と
い
っ
て
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

買
い
を
誘
発
し
か
ね
ま
せ
ん
。
財
布
が
型
崩
れ

し
や
す
く
な
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
現
金
で

支
払
い
す
る
際
に
は
、
す
ぐ
に
お
札
を
使
う
の

で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
小
銭
を
出
す
よ
う
に

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普
及
し
て
き
ま
し

た
が
、
財
布
も
持
ち
歩
い
て
い
る
人
が
大
半
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
し
次
の
よ
う
な
財
布
に

な
っ
て
い
た
ら
、
お
金
が
貯
ま
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
自
分
の
財
布
を
見
直
し
て
、

お
金
が
貯
ま
ら
な
い
！

こ
ん
な
財
布
は
「
要
注
意
」

お金の貯まらない財布に
ありがちな5つの特徴
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チラシを活用しながらの募金活動

2021年度（2021年12月1日～2022年1月28日）は、
「愛のドリーム募金活動」を行い「認定NPO法人 
横浜こどもホスピスプロジェクト うみとそらのおう
ち」へ募金を贈呈しました。
新型コロナウィルス感染症拡大の影響でセミナーな
どもリモート開催となり、 各会員が集まれず、 募金
活動が思うように進みませんでした。 そこで、 活動
方法を見直し一点集中でチラシを作成。 各分会へ
配布し募金活動を行いました。
おかげさまで、 今回の募金活動の取り組み・活動に
賛同いただいた方から会員・非会員問わず幅広くご
協力いただき、総額1,472,800円を贈呈いたしました。

緊急事態宣言解
除後には、 施設
で贈 呈 式を行い
ました。 5月の支
部活動報告会に
代表理事の田川
尚登 様をお 招き
し、 施設の詳細
とこどもホスピス
プロジェクトの活

動内容を各分会長へご説明いただきました。 また、
田川代表理事より感謝状を拝受いたしました。

「うみとそらのおうち」は、 難病を患った子どもと家
族の別荘のような施設です。
子どもの命と向き合い、 頑張りすぎるほど頑張って
いるパパやママ、 遊びたい気持ちも我慢してる兄
弟、 そのようなご家族のつらさが少しでも軽くなり、

大好きな家族に見守られ
るように、 ホッと一息つ
けるこういう場所がある
ことを広めたい、 支援し
たいという思いで、 募金
活動をしました。 私たち
のこうした活動が認めら
れ、 施設にはJAIFA神奈
川県協会の記念プレート
を掲示していただきまし
た。

今後の
活動に向けて

今後も私たちは地域社会に貢献するためのボラン
ティア活動やエコ活動として、
○� 「未使用タオル」「使用しなくなったメガネ」の 

収集・寄附活動
○�リレー・フォー・ライフへの協力・募金活動
○�愛のドリーム募金活動・贈呈
○�清掃奉仕活動への参加として、神奈川県海岸清掃

（ビーチクリーン）の実施
などを行っていきたいと考えています。
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JAIFA 神奈川県協会 

募金活動のお知らせ・ご協力のお願い 

2021 年度 贈呈

先 
※贈呈先の詳細は裏⾯ご参照ください 

2021 年度 第 1回 募⾦活動期間 
12 ⽉1 ⽇ 〜 1 ⽉28 ⽇ 

１⼝ 500 円 
「愛のドリーム募⾦」について・・・  
平成 7年度に、JAIFA柴⽥和⼦名誉会⻑が提唱し、「愛のドリーム募⾦」がスタートしまし
た。 これは私たち⽣命保険営業職員がいつも元気で働かせてもらうことができるのは、
お客様や地域社会のおかげという感謝の気持ちを表すために募⾦をし、地域社会に還元す
る活動のことです。これまでに様々な社会福祉施設へと贈呈を積み重ねてまいりました。
消耗品やお⽶、防災グッズなど毎年多数の応募の中から抽選で⼗数施設様に品物をお届け
してきました。詳しく神奈川県協会のＨＰをご覧ください。 

2021 年度 愛のドリーム募⾦活動について 

2015 年から昨年までの６年間、１施設 3万円分の物品寄贈を福祉関係の施設や法⼈に

⾏ってきた愛のドリーム募⾦活動。昨年に続き今年も新型コロナウイルスの影響で募⾦

活動の制限が続いている状況、施設への部外者の⾯会を制限している福祉施設も多い状

況を鑑みて本年度は例年⾏なってきた寄付先の募集を⼀旦お休みし神奈川県下で幅広い

対象の⽅へ活動をされている団体へ寄付を贈呈させていただくこととしました。 

各分会からの推薦いただいた中で決定した本年度の贈呈先は、以下の団体となります。 
 

 
 

 

 

 

 

 

認定NPO 法⼈横浜こどもホスピスプロジェクト 

“１⽉３１⽇⽣命保険の⽇” 全国⼀⻫贈呈式 
〜 JAIFA地⽅協会⼀丸となって、社会貢献活動への思いを伝えていこう 〜 
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JAIFA VOICE
JAIFA 地方協会活動レポートNo.ログイン方法が簡単に

なりました！
今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト
蔵造りの情緒あふれる町並みが今も
残る「小江戸」川越。「時の鐘」「菓子屋
横丁」をはじめとする人気の観光ス
ポットを訪れながら、七福神が祀られ
ている七つの寺社をめぐる「小江戸七
福神めぐり」を楽しむこともできる。

私たちは「JAIFAを自らの為にどう活用するか」そのために 
「JAIFAに対して自分は何ができるか」を考え行動しています。

● �レポーター　大塚　治 
（埼玉県協会会長／ソニー生命）

埼玉県協会は、主に公益性の高いセミナーの開催と
社会貢献活動に取り組んでいます。毎年企画できる
事業数は限られているので、「公益社団法人である
JAIFAだから取り組むべきこと」にこだわることで独
自性を保ち、業界内での役割を果たしたいと思って
います。業界外の各種福祉団体とも積極的に交流し、
JAIFAの認知度を高めるよう努めています。将来にわたって生命保険の営業職員が社会から必要と
されるためには、見逃されがちな社会問題に関心を持ち、その当事者に寄り添える姿勢が求められ
るとの考えから、「児童虐待」「子どもの貧困」「社会的養護出身者の自立支援」「ヤングケアラー」な
どのテーマでセミナーなどの事業を企画してきました。当事者のなかなか届かない声を、JAIFAを
通じて会員のみならず広く社会に伝えようという試みは、新たな社会貢献活動の在り方とメディア
やシンポジウムで紹介されています。

最近の活動報告ですが、障がいのある方が競技等を通じ
てスポーツの楽しさを体験する祭典「彩の国ふれあいピッ
ク」でのお手伝いをしました。この活動によって、埼玉
県障害者スポーツ協会との交流も3年目を迎え、貴重な
人的支援を行う団体として頼りにされるようになりました。また、リレー・フォー・ライフでは、
3年ぶりのリアル開催で100名以上の参加者があり、がん患者の支援につながりました。七夕オン
ラインセミナー「社会で子どもを育てる！」では、社会的養護出身者であり、SNSなどで発信力の
ある若者たちを迎え、JAIFAを多くの方に知っていただくことができました。オータムオンライン
セミナー「オトナのための“がん”講座」は、多くの方が関心を持つテーマだったため、公開後時間
が経過しても視聴者数が伸びています。年度内の今後の活動は、45周年記念事業「THANKS45～
あなたのために、あなたとともに～」、パラスポーツ運動会（JAIFA60周年記念事業）を考えています。

届かない声を社会に伝えたい

多くの方に関心をもっていただけた

新たなことにチャレンジする 
フットワークの軽さと 
現状に満足しない貪欲さ
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推計人口733万6,778人

（2022年11月1日現在）

埼玉県
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ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
● �2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。

J
A
I
F
A
学
習
帖
の

ロ
グ
イ
ン
方
法

2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

1月～3月のアクセスコード「1202」を
入力し、ログインボタンをクリック

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
●�リーフレットで学ぶ“保険提案”�
（生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）�
1月追加予定 : 法人NO.15�
令和元年から解約返戻金がある定期保険・第三分野保険の�
経理処理が変わりました

●�“映像ライブラリー”で調べよう�
（相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒント盛り沢山です）�
1月追加予定:【法人】�簡易的な決算書分析手法②「自己資本比率」

新コンテンツ



ビーチバレーも、家庭も、相手への
思いやりがあればうまくいくし、長続きする

元プロビーチバレー選手
浅尾 美和さん

JAIFA 第13代理事長
金井 敬司

新春対談

新年のご挨拶
生命保険会社社長より

2022年度は全国935校の中より、29,822編もの応募をいただきました！

中学生作文コンクール
作品紹介

第60回

1
2023

昭
和
41年

5月
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第
3種
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便
物
認
可
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和
5年
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月
1日
発
行（
毎
月
1回
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発
行
）第
1
号
第
61巻

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。

新型コロナウイルス感染症対策を徹底したうえでの開催となります。申込時期や方法等の詳細については今後ご案内いたします。
皆様におかれましては、事情ご賢察いただきまして、今しばらくお待ちいただきますようお願いいたします。
新型コロナウイルス感染症対策を徹底したうえでの開催となります。申込時期や方法等の詳細については今後ご案内いたします。
皆様におかれましては、事情ご賢察いただきまして、今しばらくお待ちいただきますようお願いいたします。

JAIFA公式LINEがオープンしました！学習帖やJAIFA
ウェブサイトの更新情報など、有益なお知らせをタイム
リーに発信します。友だち登録をして、JAIFA公式LINE
をぜひご活用ください！

2023JAIFA年次大会in神奈川の開催に関するお知らせ

JAIFA
公式LINE

PCの方はこちらの
QRコードをスマホで
読み込んでください

2023 JAIFA
年次大会
　神奈川

2023JAIFA年次大会in神奈川実行委員会2023JAIFA年次大会in神奈川実行委員会

inin

※参加費はJAIFA会員、非会員、一般のお客様同様です。

【年次大会】3,800円（予定）
【ディナーパーティ】13,000円（予定）

【年次大会】パシフィコ横浜国立大ホール
【ディナーパーティ】横浜ロイヤルパークホテル

※開催予定は今後の状況によって変更になる可能性がございます。

今年は神奈川県横浜市にて開催いたします。ぜひご参加ください！

神奈川県協会が厳選したグルメ、特産品など多彩なブースが出展いたしますのでご期待ください！

2023年6/20（火）

のご案内

野口 聡一氏・大和田 美帆氏講師

参加費

開催場所

開催日
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第
三
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井 
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〇
〇
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料
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十
一
円
（
会
員
の
場
合
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読
料
は
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ま
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す
）
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画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 


